Galli Anonymi Cronicae et Gesta Ducumsive Principum Polonorum Ⅱ-(1) translation and commentary by Araki, M.
『問‥l大学法学会灘誌』第46巻第1号（1996年9月）242  
『匿名のガル年代記』第二巻（翻訳と注釈）  
［第1葺から第16章まで］  
荒 木  勝   
以下の翻訳は、写本ザモイスキ版、センジヴォヤ版、へイルスペルスキ版  
を検討したカロル・マレナンスキK．Maleczy氏skiの校訂本を用いた（Galli  
Anonymi Cronicae et Gesta Ducum sive Principum Polonorum  
［Monumenh21bloniae Historica，Nova series，TomusII，Cracoviae  
1952］）。   
注釈に関しては、ピエロフスキ（A．Bielowski）、マナレンスキ、プレジア  
（M．Plezia）、グロデッキ（R．Grodecki）、ブイノッホ（］．Bujnoch）、シラ  
フトフスキー・ケプケ（Ⅰ．Szlachtowski，R．Koepke）に拠った。注釈におい  
ては、注釈者の見解をそれぞれに  
Bielowski→［Bi］、Plezia→［P］、Grodecki→［G］、Bujnoch→［B］、   
Maleczy氏ski→［M］、I．Szlachtowski，RKoepke・［S］  
と略記し、以下にその見解を紹介した。それ以外の注釈は訳者のものである。  
参照した翻訳は、グロデッキ訳をふまえたプレジアによるポーランド語訳A乃0乃わ乃  
izu）．GalL Kronikalbb；ka，Krak6w1982［BIBLIOTEKA NARODOWA．  
Nr．59］．ブイノッホのドイツ語訳fもわ乃5A乃β乃邸，（お路那．4肌用γ硯鱒  
Ch77）nik und771ten dbr Herz妙und FiiYSien uonlblen．Verlag Stria，  
Graz－Wien－Kそう1n1978である。典拠については、聖書は、シュトットガルト  
版の月f∂Jゐ滋cγ〟fzα′〟lん如′α？乃l々門わ〝g桝1969（その翻訳は、とくにこ  
とわりがない限り、『合同訳聖書』［†本聖寄協会、1991年）に拠った。ギリシ ニ  
ヤ・ラテンの古典については、．7Ⅵβ⊥og∂C／鮎5オcαJエオ∂用りに拠った。12～13 些  
世紀の東欧の年代記類については、〃0乃〝椚g〃由 Cβγ∽α乃怨g 〟ゐわカc（Z．  
5cr訪わγ〃別に拠った。   
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神の恩寵の下にあり、尊敬すべき分別の人である司教パーヴュル師に1）、ま  
た模範とすべき敬慶の人であり2）、私の協力者である尚書官ミハウに3）、 貧し  
い食卓給仕人4）の私は謹んで息子のような敬愛の情と心からの奉仕の意を表す  
るものです。多くの事柄を思いめぐらす時、あなたがたの寛やかな愛情と、  
神によってあなたがたに与えられた知恵5）と、人に知られた有徳の名声が思い  
出されます。その名声は遠く、また広く伝えられています6）。しかし、物語る  
力が貧しくてうまく表現できないことでも、心の中に感じたその意図はおお  
よそ思い描くことができます。それゆえ、言葉で表現する代りに、善意の心  
だけで十分ではないでしょうか。  
人ありて、その為しうる所を為さば  
その時、誹りは、不当とならん7J。   
しかしながら、か〈も卓越した人々の栄光を、またかくも信仰厚き高位聖  
職者への追憶を、沈黙したまま素通りしたと思われないように、彼らに称賛  
の言葉を献げようと思います。とは申しても、私の筆はチベル川の深淵に泉  
の滴を注ぎ込むようなものでありますが8）。なるほど、完全なるものには、そ  
れに増し加えるべき余地などありえないことは、自然の理でありますが9）、こ  
れを文章や称賛の声によって誉め称えることまで理性は禁じてはいません。  
また絵画において、その作品に変化をつけるために、美しい色彩に黒色を塗  
り加えたとしても、誰も、不当なこととは見なさないでしょう10）。また、王の  
食卓には、しばしば日毎の美食に対する吐き気を取り除くために、粗末な品  
が出されることもあります。さらに蟻は、体の大きさではラクダに比べられ  
るような動物ではないけれども、自分の仕事を熱心に果し、その力はラクダ  
と等しいものがあります11）。従って、このような事柄を範としつつ、本来称え  
られるべきでありながら、いまだかつていかなる称賛もうけたことのない人々  
に賛辞を呈するために、片言を語す子供の言葉を用いようと思います12）。しか  
しまたイスラエル人への賛美の言葉のように13）、欺きのない誠の心を込めて称  
えたく思います。なぜなら、これらの人々の称賛されるべき生活、明噺な学  
問、模範とすべき行い、放いをもたらす説教、哲学の二つの山から流れ釆た  
る彼らの知恵14）、これらがうっそうとした森の回ポーランドを明るく照らして  
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いるからです。彼らはまた、かつて耕されたことのない人の心の土地に、神  
の言葉の斧を用いて茨と剤を根元から引き抜き15）、はじめて信仰の麦の種を播  
きました。彼らはまた、倉から新しいものと古いものを取り出す方法を知っ  
ている家の主に似ており16）、また傷ついた人に対して、その傷Hを縛り、ブド  
しもべ  
り酒と油を上から注ぎ込むサマリヤ人に似ています17）。また彼らは、僕達に小  
麦を正しく量って配り、  
タレントを隠さず18）、高利にて分ち与う19）。   
しかしなぜ無口な者が能弁な老について語ろうとするのか。またなぜ貧し  
い才能の少年風情がこのような深淵な事柄に関わろうとするのか。  
しかしながら我が無知を大目に見たまえ  
我が書き志に留意されたし20）。   
偉大なる師父達よ。神より賜わった分別を持たれた方々よ、私の苦心の作  
品が何を、またどれ程のものを生み出したか、ではなく、私が何を望み、ま  
た私の力がどれ程その労苦に耐えたかを理解していただきたい。なぜなら、  
力ある者は、貧しい友人が彼に自分の労作を差し出した時には、たとえそれ  
が小さなものだとしても、その作品ではなく贈り主の気持を考慮し、これを  
大きな贈り物として受け取るからです2り。ともあれ、寛大な師父達よ、あなた  
がたの君主や祖国を称えるために、子供らしい内気な筆によって書き記した  
この小品を収めて下さい。またある方々の大きな権威と心からの好意によっ  
て、この小品を推奨して下さい。そうすれば全能の神は、この世と永遠の世  
の善きものをあなたがたに豊かに加えられることでしょう。  
（LIBERSECUNDUS）  
INCIPIT EPISTOLA   
DominoPaulo，DeigratiaPoloniensireverendediscretionisepiscopol）；  
SuOque COOperatOriimitande2）religionis Michaelicancellario；modici 二  
dispensatorobsonii4）paternevenerationisacdebiteservitutisobsequium・讐  
Meditantimihide plurimisiniecit se vestre recordatiolarglSSime  
karitatis，；vestraque fama；longelateque diffusa6）；vobis collate  
divinitussapientie5）achumanitusprobitatis．‡Sedquiaplerumquecapax  
mentisintentio conclplt，；que tardaloquendifacultas non exprimit，；  
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bonevoluntatisintenciosufficiatproloquela．：  
NamcumfacitqulS，quOdpotest，tunCiniustefitquerela7）   
Verum tamen ne tantorum virorum gloriam，；tamque religiosorum  
memoriam；prelatorum silencio preterire videamur，；eorumlaudibus  
insistendo quaslguttam de fonticulo comportare Tyberinis8）gurgitibus  
innitamur；Licet enim，quOd perfectum est non possit naturaliter  
augmentari，；ratiotamennonprohibetilludscrlptislaudumquepreconiis  
venerari9）．：  
Necindecensinpicturisaliquandoiudicatur  
SlpreCiosiscoloribusprovarietateoperisnlgerCOlorinseratur．；Inmensa  
quoqueregumsepequoddamvilepresentaturedulium10），；quodeliciarum  
propellatur cottidianarum fastidium．；Insuper etiam formica，Cum Sit  
Camelo quantitatecorporisanimalinequale．；opustamensuum exercet  
Studiose，；suis viribus coequalell）．；Quarum exemplo reruminductus，  
balbutientismorepueriliaverba12〉formareconorinlaudemvirorumper  
Selaudabilium adhibita sinelaude，；velin preconiumIsrahelitarum13）  
veracitersinefraude．；Quorumvitalaudabilis，；doctrinaperspicabilis，三  
moresimitabiles，predicaciosalutaris，：quorumsapientiabicipitiphiloso－  
phiemonte14）derivata，COndensasilvarumPoloniesicsagaciterillustrat，  
nepriustriticeumfideisemeninterramhumanicordisincultamspargant，  
；donecindespinasettribulos15）verbidiviniligonibusradicitusexpellant，  
；similes existentes etiam hominipatrifamilias scientide thesauro  
proferre nova et vetera16）：velSamaritano wlnerato17）plagas alliganti，  
Vinumque desuper et oleuminfundenti；Quitriticum quoque conservis  
fideliterdistribuunt admensuram，三  
Et talentum18）non abscondunt sed dividunt ad usuram19）   
Sed cur mutus farinititur de facundis，；velingeniipuer parvicur  
implicatsetamprofundis．；  
Parcattamenignorantie，  
parcatetbenivolentie20）   
MagnlpatreS，‡vestre discrecio sanctitatis nec perpendat，！quid vel  
quantumlibet suilaboris offerat，‡sed quid captet nostre desiderium  
facultatis．：Nam cum potentipauper amicus quantumlibet suilaboris  
minimumamministrat，；nondonumseddantisaffectumperpendens，illud  
reclperemagnOprOmunerenOnreCuSat21）．Igituropusculum，almlpatreS，  
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Stilo nostre pusillanimitatis adlaudem prlnClpum et patrie vestre puer－  
iliter exaratum suscipiat et commendet exce11ens auctoritas et  
benivolentiavestrementis，；quatenusDeusomnipotensbonorumtempor－  
aliumeteternorumvosamplificetincrementis．：  
1）［訳注］司教パーヴュルは、ポズナニ司教、クヤーヴイ司教のどちらかの聖職者であ  
ったと考えられている（第一巻「チ紙」の注3を参照）。   
2）［M］もしも、この箇所に対して、immjtendeという読み方が認められるならば、  
この箇所はキリスト教信仰へとポモジャ人を改宗させたパーヴュルとミハウの功績を  
ホしていると考えられる。T．Tyc，Zわgnieu）iBoleslaw，Pozna員1927p，45，P．  
David，1，eSSOurCeS del’hisfoL’Ye deEblognedl’4）OquedesPiasts．Paris1934．p，41  
［B］マレナンスキは、1timitande”の代りに、M．PHのピエロフスキに拠る”imr  
mittendae”という読み方を挙げているが、これはザモイスキ版とセンソヴォイ版に  
基いているものである。この読み方に従えば、大法官ミハウはポモジャ人の改宗の助  
け手として登場することとなる。グンプロヴイソナも“BischofBalduinGa11usvon  
KruSZWica”において、この読み方を採っているが、それは、クルi／ヴィツ7の司教  
区における、スラヴ典礼に代るラテン典礼の導入の手助けという意味を与えられてい  
る。   
3）［訳注］第一巻「手紙」の注4を参軋   
4）［P］”szafarzszczupIejokrasy”「貧しい食卓の執事」－著者はこのように自  
分を呼んだ。   
5）［M］Vt由Adalberonis（M．G．H．SS．1T（667）くtdatatibiaDeosapientia．”『アグル  
ペローヌスの生涯』「神によr）汝に与えられた知恵」。CosmasIIProl．tttibiaDeo  
co11ata sapientia．”『コスマの年代記、第二巻 プロローグ』「神によって汝に与え  
られた知恵」。   
6）［M］Vergi1ius，Aen2e［s．Ⅳ－378t（longelatequeperurbes．”ヴュルギリウス『アユ  
ネアス』第六巻三七八「町を越えて遠く、また広く」。Augustjnus，CiutEasDei15  
p13”gentemtamlongelatequediffusam．”アウグステイヌス『神の国』一五一一  
三「速く、また広く散らばっている部族」。   
7）［M］二連八苦節トロカイックの詩。Pohorecki，R）tmika12．   
8）［M］Persius，SdtireII．15．”Tiberinoingurgitemergismanecaput．”ベルンウ  
ス「諷刺詩』二巻一五「汝は渦巻〈チベル川に東を沈め……」（［訳注］チベル川は、  
イタリアのローマ市を賢流する川である。）   
9）［p］てtNaturaliter、WpOrZqdkunatury”超n然の秩序とは異なるもの自  
然的秩序 【 という言葉は、『年代記』の中では数少ない、作者の哲学的素養を示す  
箇所の一つである。」  
10）［M］八苦前のトロカイックの詩。  
11）［M］Iioratius，ArsAmandi38”sumitematerjamaequamviribus”ホラティウ  
フ『愛の技』三八「州こおいて等しきものを受け取れ」。  
12）［B］気取った作者の遠慮の表現。［M］AdamusBremensis．Gesfa．2．11balbutiens  
audeamcumphilosopholoqui．”アダム・プレメンスキ『事績』二「どもりながら、  
軒学者とあえて対話しよう。」  
,5 
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13）［B］おそらく『ヨハネによる福音書』一四七との関連で理解されるべきであろう。  
「見なさし、。まことのイスラエル人だ。この人には偽りがない。」作者ガルにとって  
は、ポーランドの司教達は、ナタニュルの場合のような真のイスラエル人の如〈、真  
実の人であー）称賛されるべき人であった。  
14）［p］【十典古代の神話に登場し、またローマの詩人達によって歌われたミューズの山  
パルナッソスへの比喩。哲学の二つの頂きとは、小世において哲学の先達として認め  
られてし－たプラトンとアリストテレスを指す。   
［M］Persius，Prol閥iu71Z．”NecinbicipitisomniasseParnasso”ベルンウス『序  
言」】「パルナッソスの二つの頂きで夢も見ずに」。   
［訳注］7bレジイアはこの簡所を、年代記作者の哲学的素養の傾向をホすものと解し、  
第→巻のミュシコの盲目に関する記述および第二巻第四三幸の70ルシャ人に対する叙  
述と併せて、作者のアリストテレス的、スコラ学的傾向を示すものとしている。そし  
てこのような実在主義的な傾向は、常にベネディクト修道会の中に生き続けていたと   
する。M．Plezia，Kytmika GalZana tlehtstori曙rqfti．Ⅳwieku，Krak6w1947．p．  
128．  
15）［M］Genesis，318，”spinaset tribulosgerminabit tibi”『創世記』三r・＾  
「お前に対して土は菜とあざみを生えいでさせる。」  
16）［M］Mattheus，1352t－quiprofertdethesaurosuonovaetvetera，”『マタイに  
よる福音書』一一三－・五二「自分の倉から新しいものと古いものを取り出す」。  
17）［M］LucalO34”Samaritanus‥・・・・alligavitvulIleraeius，infundensoleumet  
vinum．”『ルカによる福音書』十「三四「傷に抽とぶどう酒を注ぎ、包帯をして」。  
18）［M］Mattheus，25－L25一’et timemsabiiet abscondita】entum tuumin terra．  
『マタイによる福音書』二五二五「恐ろし〈なり、出かけていって、あなたのタラ  
ントンを地の中に隠しておきました。」  
19）［P］『マタイによる福音書』第二五黄の一四節から三十節までの彗話を典拠とする。   
［M］二連八音節トロカイックの詩。Levit．25－37．”pecuniamtuamnondabisad  
usuram．”『レビ記』二五三七「あなたは利子を取って、金を貸してはいけない。」   
（［訳注］（ヘブライ語聖書に忠実なウルガータ訳聖書に従って訳した。）  
20）［B］二音節の脚韻を持つ二連九苦節トロカイックの詰。  
21）［M］Einhard，Vlta．13．”Promagnomunereconcessit”アインハルト『カール大   
帝伝』一三「大きな贈物として引き渡した。」CosmasI－13．一tsciastibipromagno  
munerehocdari．”『コスマの年代記』第一巻一三「あなたはこれが自分に大きな贈  
物として与えられていると思うだろう。」  
手紙が終り、エピローグが始まる  
我等の側に立ち、我等にこの物語を語れ1）。  
汝等、もし望まば、  
こは汝等によりて、多くの人に称えられん。  
我等がしばし、労苦より身を休めんも2）  
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誰もそを訝しと思う者なし、  
今や休息の時なれば。  
我等、国々を巡り訪ねしが、  
なおよくその道を知らず、  
されば、道を知る人に尋ねん。  
我等、今や眠りから立ち上るべき時なー）3）。  
すでに良く眠りたれば、  
我等日がな一日道を尋め求めしが、  
この日すでに過ぎたれば、  
来るべき日に思いをいたさん4）。  
神の御導きのFにこそ、  
書き始めし事柄を追い求めん。  
すでに幾度も触れし辛たるも、  
今や隈無く明らかにせん。  
さらにまた不明に残し置き事どもを、  
今こそ書き加えて補わん。  
EXPLICIT EPISTOLA  
INCIPIT EPYLOGUS  
Nobisastate，；nobishoc opusrecitatel），  
Pervos，Sivultis，；opusestlaudabilemuitis  
Nonestmirumalaboresiparumquievimus2）  
TempuseratquleSCendi，tOtterraStranSivimus  
Nequeceptumiterbenecognitumhabuimus，  
Sedperillos，quinoveruntpaulatiminquirimus  
Exurgamusiamdesompno，namSatisdormivimus3）  
VeluniusiamdieiviamlnqulSIVlmuS；  
Hacexpletadefuturasatiscogitabimus4）．  
DuceDeoprosequamurquodinterposuimus  
PersoIvamus，quOdfrequentersupratitulavimus  
Et addamus，SiquidminuslgnOranterdiximus  
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1）［B］原文は、二連のレオ詩脚のへクサメトロ。それに続いて十連の十五音節のトロ   
カイックの詩。それらはすべて二重音節で押親されている。  
2）［訳注］この箇所に拠って、第－∵巻と第二巻の叙述の間には、→定の中断の時期が介   
在したという説と、それらの見解に対する批判については、グンプロヴィチの下記の   
論文を参照。M．Gumplowicz，Bischof Balduin Gallus von Kruszwica，in   
∫／／こ′川g・ヾハり†tイ止（い■人■‘∫／・ヾt′ノんJ…・▲lん′J（山，Jん‘ノ什Il■J■．ヾJりバ（イM／ナ川JJJll■J、川．佃）う．い  
27－29．  
3）［M］Rom．1311．1’quiahoraestiamnosdesommosurgere．”『ローマの信徒へ   
の手紙』→ニーー「あなたがたが眠りから覚めるべき暗が既に来ています。」  
4）［P］この箇所は、原典において例外的に一昔節の韻である。  
第二巻の始まり  
第一章 ボレスワフ三世の出生について  
さて、少年ボレスワフは、聖ステファン王の祭日の日に生れた1）。しかし彼  
の母は、その後、衰弱して主の生誕の夜に身罷った2）。この女はとりわけ自分  
の死の前日、貧者と囚人に慈悲の業を施し、自分の財産によって多くのキリ  
スト教徒をユダヤ人から買い戻し、解放した3）。彼女が亡くなった後、太って  
足を病んでいたウァデイスワフ公には、年端もいかぬ少年が残されたので、  
公は皇帝ハインリソヒ三世の妹と結婚した4）。彼女は以前ハンガリア王ソロモ  
ンの妻であった5）。ウァディスワフ公は彼女から息子は一人も儲けなかったが、  
三人の娘を儲けた。その一人はロシア人と結婚し6）、もう一人は自分の頭を聖  
衣で被い7）、最後の一人は公自身の身内の一族の者と結婚した8）。しかしなが  
ら、かくもすばらしい子供の親について、わずかばかりの言葉でやり過ごす  
のは正しくないであろう。そこでウァディスワフの名誉のために、騎士とし  
ての彼の業をいくらか取り挙げてみることとしよう。  
さて、婚姻関係によってローマ皇帝と結びついたポーランド公ウァディス  
ワフは、ポモジャ人の城を包囲し、また、その城を救うために駆けつけてき  
豆 た新手のポモジャ人の軍勢にも打ち勝ち、彼らの倣慢を足下に踏み敷いたの  
であった。そしてまたその勝利の喜びを神の母の昇天の祭りによってさらに  
二倍の大きさに引き上げたのである9）。彼らに勝利した後、ウァディスワフは  
奥地にも、また海岸にもあった彼らの都市と城塞を力づくで占領し、配下の  
代官10）と伯を主な場所と砦に配置した。そして異教徒の背信に対しては、反抗  
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の気を完全に挫くべく、配下の者に特定の臼の特定の時刻にこの国のすべて  
の城塞を焼き払うように命じた。このようにしてもなお  
抗う種族を圧し去ること能わず11）   
というのは、彼らは、当時、軍の司令官であったシュチェフ12）が彼らを治め  
るために任じた人々の一部をその過失を理由に虐殺したからである。他方、  
より賢明に、より正しく振る舞った高貴な家柄の人々は、縁者の同意を得て、  
かろうじて逃亡することができた13）。  
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（1）PRIMO DE NATIVITATE   
Natusigiturpuer Bolezlausindiefesto sanctiStephaniregisfuitl）；  
mater eius vero subsequenter infirmata nocte dominice nativitatis  
occubuit2）；Que mulierin pauperes et captivos ante diem precipue sui  
Obitusoperapietatisexercebat；etmultoschristianosdeservituteIudeor－  
um suis facultatibus redimebat3）；Illa mortua Wladislauus dux，quia  
homogravisegerquepedibuserat，；etetateparvulumhabebat，；sororem  
imperatoris tertiiHenrici4）uxorem prius Salemonis Vngarie regis5）in  
matrimonium desponsavit；de qua nullum filium，Sed tres filias  
procreavit∴Una quaruminRusia viro nupsit6）；una vero suum sacro  
Velaminecaputtexit7）；unamautemsuegentisquidansibicounivit8）；Sed  
ne tantipueriparentem nudo sermone transeamus，；aliquo eum or－  
namento militie vestiamus．；Igitur Polonorum dux Wladislauus，；  
Romanorumimperatorimaritaliconnubiocounitus，；de Pomoranissuc－  
Currentibus suis castrum eorum obsidendo triumphavit，三eorumque  
COntumaCiamsuissubpedibusannullavit，；eiusquevictoriegaudiumDei  
Genitricis assumptio geminavit9）；Quibus victis civitates eorum et  
munlClplainfraterram et circa maritima violenter occupavit，；suosque  
VaStaldioneslO）et comitesinlocis principalioribus et munitioribus  
Ordinavit．；Et quia perfidie paganorum omnino voluitinsurgendi  
fiduciam amputare，；suosmet prelatosiussit nominato dieinhora con－  
Stituta omnes in meditullio regnimuniciones concremare．；Quodita  
factum fuit．  
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Necsictamengensrebellisedomaripotuittl）   
Namquos Setheus12）eisprefecerat，；quitunc milicie princepserat，；  
partimproeorumnoxaperemerunt，；nobilioresverodiscretiusethones－  
tiussehabentes，vix amicorumassensufugaverunt13）．；  
1）［M］一○八五年八月二十口。ハンガリア王聖ステファンは一○八三年に聖人に叙せ  
られる。   
2）［M］一○八五年十二月二四・ニーiH。パルゼルCg乃e〟わgゎによれば、一○八六年。  
『コスマの年代記呵 Cos，乃αざI136によrLば、一○八五年である。   
3）［M］『コスマの年代記』第二巻二六は、貧民と囚人に対するユデットの善行に触れ  
ている。  
［訳注］『コスマの年代記』第二巻三六に、次のような叙述がある。“Haeccumesset  
Sterilis，SemetipsamsempermaCtabatofferensvivamhostiarnDeocumlacrimis，  
VaCanS elemosinis，viduis subveniebat et orphanis，aurum et argentum nimis  
largedispartienspermOnaSteria，COrnmendabatse orationibussacerdotum，ut  
per suffragia sanctorum quam natura negaverat ex divina gratia prolem  
obtineat．  
r彼女にはまだ子供がなかったので、いつも涙ととい二袖に対する供え物として日分  
の身を捧げ、喜捨の業に意を用い、やもめと孤児に手を差しのべ、修道院に移しい金  
銀を与え、修道士達の祈りに身を委ねて、自然が拒んだものを聖人連の執り成しの力  
によって神の恩寵による子の御授かりを得たいと願った。」   
4）［M］ハインリヒ四世。ローマ皇帝としては′＼インリヒ三世として、一一○五三年七月  
一七日から一一○六年八月七日まで即位。   
5）［M］ハンガリア王サロモン。一○六三年から－〔）七四年まで在位。一○八七年に没  
する。彼女の名はユデット・マリアIudithMariaで、ハインリヒ四世の妹であり、  
ハンガリア壬ソロモンの妻であった。パルゼルによれば、彼女とウ7ディスワ7との  
結婚は、－○八八年に行われたとされる。Cg〃gαわgわp．106，p．116．グロデノキは、  
一○八九年の前半であったと主張する。Zゐな7ZgW p．76．   
6）［M］ウ7ディスワ7・ヘルマンとユデットとの間に′Eれた娘の一人で、その名前は  
知られていない。彼女は、ウラディミール公ヤロスワ7の妻となった。従ってヤロス  
ワフはこれによってボレスワフ・クシヴウステイの縁者となった。この結婚は、パル  
ゼルによれば（Ce乃gα／ogオα124．）一－ノ○七年以前に行われた。彼女は一一－一二年に  
没する。   
7）［M］ウ7ディスワ7・ヘルマンとユデットの娘の一人。パルゼルはその名を知らな  
いが（Cg乃甜／閥わp．124．）おそらく、ガンデルスハイムの大修道院の院長アグネス  
であろうりその修道院の歴史家エーベルハルドは、彼女をハインリヒ四世の妹の娘と  
しているからである。彼女の院長としての在職期間は、一一→○年から一－一二五年の  
間であった。   
8）［訳注］7dレジイ7によれば、彼女の名前も、結婚の相手も不明であるがパルゼルに  
よれば、彼女はポーランド貴族と結婚したこととなっており（Cピ〃甜わg由p．125－  
126）ピエロブスキによれば、ポモジャ公ンフィエントトペウクと結婚した、とされ  
（〟．P．〃．J．∫p．429）、ポラナクブナによれば、彼女はヴォーベルグの騎tディボ  
ブO   
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ルドスの妻であり、その・名をアデルハイドとしている（Polaczk6wna，Przyczynek   
dogenealogiipiast6w［Mies，Herald．1932．nr5r6］）。  
9）［M］この戦は一○九○年八月十五［一に行われた。  
10）［B］“vastaldiones”ヴアスタルアイン（またはヴアスタンディオVastandio）は、  
ランゴハルド族において、国庫の支配人・管理人であり、また都市と領地管区の長官  
であった。この言葉の使用から、年代記作者の出身をイタリアとする説が立てられた。  
11）［M］十五吉儲のトロカイックの詩。  
12）［M］シュチエフSieciech。トポル氏族の者で、ウァディスワフ・ヘルマンの宮廷  
伯。   
［P］スターシ・トポルナク族の人物で、ポーランドの十一世紀末の歴史に重要な役  
割を演じた。彼がボレスワフ・ンミァウイの追放：、そしておそらくはその息子ミュシ  
コの死因に著しく関与していたとする見解も根拠がないわけではない。  
13）［P］ここから以‘卜の一卓二が引き出される。すなわちポーランドとポモジャの有力者達  
は互いに血縁関係にあったが、他方、シュチェフが任命した役人達はこのような関係  
を持っていなかった、ということである。シュチェ7は通常、身分の低い人々を起用  
していたからである（第四章の冒頭部分を参照）。  
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さて、ウァディスワフ公は、自分に加えられた不正を忘れず、四旬節の前  
に、強力な軍勢を率いてポモジュ人の地に押し入り、その地で主たる断食の  
日々を過ごした1）。こうして、そこでできるかぎり長く断食を行った後で、突  
然、人の数も多く、物産にも富んだ湾岸の地に侵入し2）、そこから多くの戦利  
品と数え切れない程の捕虜を獲得した。さて、ウァデイスワフが不安の念も  
抱かずに3）戦利品を持って帰路につき、安心して王国の国境に急ぎつつあった  
時、彼らを迫ってきたポモジャ人が突然ウァダという川の辺りでウァディス  
ワフの軍勢に襲いかかった4）。まさし〈主の枝の目の前目に5）双方にとって残  
酷で痛ましい戦が行われた6）。この戦はおよそ一目の三つの割に始められ7）夕  
方の薄明のうちに終った。一方でポモジャ人は、夜の暗闇8）を砦として纏い、  
他方、ポーランド人はドジと呼ばれている勝利の野を確保した9）。しかし、キ  
リスト教徒の側に災いがあったのか、異教徒の側に災いがあったのか、その  
点は疑しく、不確かである。全能の神が、四旬節を守らなかった者に対して  
らしめ  
懲のためにこの鞭を揮われたと思われる。それは、後に、この危険から逃れ  
た者に証されたのであった。  
JJ  
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さて、今述べたように、勝利は多くの者にとって痛ましいものであり、多  
大な損失をもたらすものであった。それに加えて、主の復活の日が近づいて  
いたので、帰還の声が追跡の主張に打ち勝ったのである。  
（2）   
At Wladislauus dux，illate suisiniurie reminiscens，Cum fortimanu  
terram eorum ante quadragesimamintroivit；ibiqueieiuniiplurimum  
adimplevitl）．；Expletaitaqueibiieiuniipartequamplurimasinumterre  
populosiorem et opulenciorem exinprovisointravit2）．；indeque predam  
inmensametcaptivosinnumerabilescongregavit．；Cumqueiamcumsua  
preda nichildubitans3）remearet，；iamque securus suiregnifinibus  
proplnquaret，；PomoranisubitosubsequenteseumsuperfluviumUuda4）  
invaserunt，；be11umque cum eo pridie Palmas5）cruentum etluctuosum  
partibusutrique6）commiserunt；Illudenimpreliumhoraquasidieitercia  
estinceptum7），；vespertino vero crepusculo diffinitum；Pomoranitan－  
dem pro municione noctis caliginem8）induerunt，；Polonivero campum  
Victorie Drzu9）vocabulo tenuerunt．；1n dubio enim pependit，；utrum  
Christianorumluesanpaganorumibiextiterit．；QuodflagellumDeus，ut  
Credimus，Omnipotensintransgressoribusobservanciequadragesimalisad  
correccionemexercuit，；sicutquibusdamposteadeipsoliberatispericulo  
revelavit∴Etquialuctuosaetdampnosa，Sicutdictumest，Victoriamultis  
erat，diesquedominiceresurreccionisinminebat，三vicitracioredeundi，三  
COnSiliumdantiumpersequendi．；  
1）［p］一一○九．ヰ。大断食WielkiPostは二月二五日から四月十二日の間になされ  
た。   
2）［訳注］この場所がどこであったかは今日まで不明である。マレテンスキは、グダニ  
スク近郊かビアウォグルッドBiaIogr6dの辺りを想定している。また、テキスト本  
文のttsinum terre populosiorem”は、ザモイスキ版、へイルスペルスキ版では、  
summiとなっているが、ここから、一一summi”を古文書学的視点からt－Stetinurbem”  
と読んで、今日のシチュナン地方を想定する見解もある。   
3）［M］Act，10－20．”vadecumeisnihildubitans”『使徒言行録』十二十「ため  
らわないで一緒に出発しなさい。」   
4）［訳注］ピエロフスキによれば、この川はノテツNoteeであり、ダンプロヴイツナ  
によればドラヴ川Drawaの近くのウェ→テリレ湖Wedelseeであり、デュダによれ  
ば、ノテツに入るグヴタ川Gwdaであり、グロデッキ、プレジイアはブタ）I［Wda  
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である。この川は、シフイチェSwiecieの近くでヴィスワ川に注ぐ。  
5）［P］一○九一一年四月五日。  
6）［M］K7t）nikaMist77a mnCentegO，LiberII（M．P．ILt，Z，P．304）”Initurproelium   
luctutsoutrimguedispendio”『マギステル・ヴィンセンティの年代記』第二巻「双   
方にとり残酷で犠牲の多い戦」。  
7）［P］ほぼ九時ごろ。  
8）［M］Kronikal析ncen吻0（ibid，，）’1Vixnoctisdirimiturcaligine．”『ヴィンセン   
ティの年代記』第二巻「夜の暗闇によって、あやう〈止められた。」  
9）［訳注］ヴィンセンティはDreciniと呼んでいるが、諸説が立てられている。ピエ  
ロフスキは、ノテツ川沿いのドレズデンコDrezdenko（Driezen）、グンプロr7ィッ  
チはウェーデル湖に近いレーツェンReatzen、ケンナンンスキ、グロデッキ、セン   
キヴィチ、プレジイアも、チャルナ・ヴォーグ川CzarnaWoda沿いの、シフイエ   
ナェに近いドジイチムDrzycimを想定している。  
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しかしながら、ウァディスワフは、聖ミカエルの祭日に1）、ボヘミアから三  
部隊を援軍として呼び寄せ、再びまたポモジャに攻め入った。さて、その地  
におけるナクウォ城包囲の時2）、聞いたこともないような不思議なものが彼ら  
を襲った。それは毎晩、武装して敵に打ちかかろうと構えていた兵士達を恐  
怖で打ちのめした。兵士達は長い間、この幻に苦しんでいたが、その姿形を  
知って、さらにいっそう驚愕した。ある晩、兵士達はいつもの恐怖に駆り立  
てられ、さら砦を抜け出して、絶間な〈動き回る晴間の影を敵の報復かと錯  
覚して追跡した3）。その間、城の者はすばやく壁塁から降り、ポーランド兵の  
城攻めの兵器や陣営の一部を焼き払った。こうしてポーランド人は、  
得るところ何もなく  
戦に出会わず4）   
軍勢の大部分が、とくにボヘミア兵が食糧に乏しかったので、無益に力を  
使い果しながら5）撤収していったのである。   
こうしてポモジャ人は、次第にポーランド人に倣慢な態度を取るようにな  
った6）。もちろん彼らは、後に描〈ように、マルスの子によって根絶しにされ  
たのではあるが7）。   
しかしながら、喜ばしい題材だけを抜き出していると思われたくないし、  
故意に省略したという汚名よりも、むしろ悪意ある人の悪口に耐えた方がま  
了3  
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しである。またある程度、この話の中に正嫡とともに妾の子8）が取り上げられ  
たとしても、分別のある人には不合理なこととは思われないであろう。事実、  
『起源の書』には9）互いの不和のために父によって引き離された、アブラハム  
の二人の息子のことが記されている。二人は確かに家父長の種から出たもの  
であるが、相続財産の権利において、平等ではないのである。  
（3）  
ItemquedeBohemiatribusaciebusinauxiliumevocatis，；Pomoraniam  
invadit WladislauuscircasanCtisollempnia Michaelisl）；Ibiquecastrum  
Nake12）obsidentibusinaudita mirabilia contingebant，；que singulis eos  
noctibus armatoset quasiin hostes pugnaturos terroribus agitabant．；  
Cumque talem delusionem diutius paterentur，；et quidnamillud esset  
Vehementius mirarentur，；una nocte pavore solito concitatilongluS a  
CaStris exeuntes，：nOCturnaS umbras quaslpalpitantes；delusihostium  
Vicissitudine sequebantur3）；interim vero oppidaniproperanter de  
propugnaculis descenderunt，；eorumque machinas partemque stationis  
combusserunt．：ItaquePoloni  
Cumsenichilprofecisse；necsebelluminvenisse4）   
COnSplCerent；et cum magna pars exercitus，preSertimque Bohemi  
Victualianonhaberent，；incassumlaboreconsumpto5）redierunt；Sicque  
PomoranicontraPoloniampaulatiminsuperbiamsunterecti6）perpuer－  
umMartis，quemCalamopingimus，eXStirpandi．7）；Sedneletamexenter－  
are materiam videamur，；maloruminvidiam potius quam detraccionis  
infamiampatiamur．；Nec absurdum ullatenusullidiscreto videatur，‡si  
in hac historia cumlegitimo concubine8）fillius inducatur．；Namin  
historia9）prlnClpaliduo filiiAbrahe memorantur，！sed abinvicem a  
patre pro discordia separantur；Ambo quidem de patriarche semine  
procreati，；sednonamboiurepatrimoniicoequati；  
1）［P］1091年ノし月二九日。   
2）［M］ノテツ111に沿った柴。   
3）［M］Kronika14pllnCenEego（M，P H．l．z）p．304”umbras hostium saepein－  
sectantur”『ヴィンセンティの年代記』第二巻「LばLば敵の幻を追跡Lた。」   
4）［M］二連の八訂節トロカイ・ソクの詰。  
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5）［M］Levit．262CLくtconsumeturincassumlaborvester．”『レビ記』二六二十   
「それU3）え、あなたたちの努力はむなし〈」Kronika Wincenlqgo．（ibid．）”incassum   
laborimpensusest．”『ヴィンセンティの年代記』第二巻「労苦が無益に要された」。  
6）［M］Iob，11121tvirvanusinsuperbiamerigitur，”『ヨブ記』一一一二「空虚  
な人は傲り高ぶり」（［訳注］ウルガータ聖書の本文にはこのようにあり、現行の合同  
訳聖書と相異している。）  
7）［p］年代記作者はボレスワフ・クシヴウステイをこのように呼んでいる。  
8）［B］ズピグニュフを指す。1n73年に生れる。ウァナイスワフ・ヘルマンと、おそら  
〈ポモジュの非キリスト教徒の君主の娘との問に生れた子供。この結婚は、グンプロ  
ヴィッチによれば、その君主の娘が異教徒であったために、作者ガルにおいては不法  
のものと見なされている。しかしウァディスワフ・ヘルマンの多くの文書とそれに関  
連する文書は、ヘルマンがズピグニュフを最年長の正統な息子と見なしていたことを   
示している。二人の兄弟の対立はここから第三巻の終章に章るまで続いていく。Gumpl－  
owicz．Z〟r Geschichte貧）Jens．1nnsbruck1898．  
9）［p］作者は、『聖書』と呼ばず、このように『起源の書』と呼んでいるが、それは  
フラヴィウス・ヨゼフの『古代ユダヤ史』であり、六世紀にラテン語に翻訳され、中  
世全体を通じて非常によく読まれた歴史書である。  
10）［p］『創世記』二五七、『ガラテヤの信徒への手紙』四三○。［訳注］『ガラテ  
ヤの信徒への手紙』のこの箇所は次のようである。「女奴隷とその子を追い出せ。女  
媒隷から生まれた子は、断じて自由な身の女から生まれた子と→緒に相続人になって  
はならないから。」  
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さて、ウァデイスワフ公の妾の子ズピグニエフは1）、すでに成人になってい  
たが、クラコフの都市で学問に身を献げた2）。さらに義母は、彼の教育のため  
にサクソニアの女子修道院に彼を送った3）。当時、シュチェフという老が宮中  
伯であった4）。彼は確かに明敏な人物であり、生れも高貴で、姿形も美しかっ  
た。しかし貧欲のあまり物が見えなくなり5）、残酷で耐えがたい多くのことを  
行った。すなわち、ある者を取るに足らない理由で売「）飛ばし、またある者  
を祖国から追放し、無名の者を貴族に取り立てたのである6）。  
かくて、多くの者、己の意志によりて逃げ失せり。  
そは強いられたるにあらず、  
腎‘もなきに苦しみを′受けることを恐れたれば。  
されば逃げ失せし者、邑々を巡り歩くこととなりぬ7）。  
今や、彼らはブジュナスワフ公の勧めによってボヘミアへ集結した8）。そし  
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てボヘミア人の枚滑な策によって、金で二・三の者を雇い、彼らを用いて秘  
かにズピグニュ7を僧院から連れ出した。こうして逃亡者達は、ボヘミアで  
ズビグニュフを受け入れ、マグヌスというヴロツワフの伯に使者を派遣し9）、  
以下の言葉を伝えた。「マグヌス伯よ、我々は追放の身にあって辛うじてシュ  
チェフによる侮辱に耐えている。しかしマグヌスよ、あなたにとっては、公  
という名称は10）、名誉でなく、恥辱を意味しているのではないか11）。我々は涙  
ながらにあなたを哀れと思う。というのは、あなたは名誉の重荷を負っては  
いるが、名誉そのものは一つも持っていないから。なぜなら、あなたは、シ  
プリスタルデン  
ェチェフの任じた代官12）を敢えて自分の下に置こうとしていないからである。  
しかしもしあなたが隷属の軸を首から振り払おうと思うならば、我等が陣の  
中にいる少年を、あなたの盾の守りの下に急いで受け入れ給え」。しかし、こ  
れらのことは、すべてボヘミア公が示唆した事柄であった。というのは、ボ  
ヘミア公は喜んでポーランド人の間に不和の種を播こうとしたからである13）。  
マグヌスはこれを聞いて、はじめのうちはしばらく躊躇していたが、有力者  
の間で協議してその賛同を得て14）、ズピグニュフを受け入れたのであった。  
この一件、彼の父ウァディスワフを暗澹とさせたり、  
しかしてシュチェフ、王妃とともにさらに激しく狼狽せり15）。   
マブナートス   
そこで人々は、マグヌスとヴロツワフ地方の大貴族達に使者を送り、父の  
命令なしに逃亡者ともどもズピグニュ7を受け入れたことが何を意味するか、  
また、自ら反乱者となるのか、それともウァディスワフに臣従することを望  
むのか、と尋ねた。これに対してヴロツワフの人々は異口同音に応えた。「我々  
は祖国をボヘミアに、あるいは又別の国に引き渡したのではなく、公の息子  
を君主として受け入れ、また他ならぬ自国の逃亡者を受け入れたのであり、  
我々は公に従い、また嫡子ボレスワフに対しても、あらゆることを通じて、  
あらゆることにおいて忠実に従うつもりでいる。しかしながら、シュチェフ  
と彼の悪業に対しては、あらゆる方策を講じて反対する覚悟である」と。他  
方、民衆は、使節がシュチエフの一党を虚偽の言い逃れで弁護したので、彼  
を石で打ち殺そうとした16）。  
かくしてウァディスワフ、大いに憤り、  
七  
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シュチェフの心、甚だしく怒†）に燃えて17）  
ヴロツワフ人を討つべく、ハンガリア王ウァデイスワフとボヘミア公ブジ  
ュナスワフに援軍を求めた18）。しかしそこからは、名誉や利益よりもむしろ、  
恥辱と災難がもたらされた。というのは、ハンガリア王ウァディスワフは、  
もしシュチェフが首尾よ〈小さなボレスワフを連れて逃げ失せなかったなら  
ば、自らシュチェフを打ち破り、自分とともに彼をハンガリアへ連れていっ  
たであろうから19）。また、ヴロツワフ人に対して、力尽くでは何事も達成でき  
なかったであろう。なぜなら、味方同士の戟は誰も望まなかったからである。  
そこで父親は、自分の意に反して息子と和を結び、その時はじめてズピグニ  
ュフを自分の息子と呼んだのである20）。   
その間、シュチェフは、逃亡していたポルスカから帰還し2－）、有力者を約束  
そそのか  
事と贈物とで牧滑に唆し22）、徐々に彼らを自分の陣営に転じさせた。さて、結  
局、ウァデイスワフは、ヴロツワフの町へ軍を進め23）、その都市も自分に返還  
させ、近隣の土地とともに占領した。一方、ズピグニュフは、内外の有力者  
が自分から離れたことを知り、刺に逆えば厄介なことになると覚り、民の支  
持や騎士の忠誠や自分自身の生命も覚束無くなると思って24l、暗闇にまぎれて  
逃げていった。そして多〈の騎士に溢れていたクルシヴィッツアの城に赴き25）、  
町の人々に受け入れられ入城したのであった。  
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Ⅰgitur Zbigneuus a Wladislauo duce de concubina progenitusl）；in  
Cracouiensicivitate；adultusiam etate；1itteris datus fuit2）；eumque  
noverca sua in Saxoniam docendum monasterio monialium  
transmandavit．3）；Eo tempore Setheus palatinus comes4）vir quidem  
Sapiens，nObilis et formosus erat，；sed avaricia exacecatus5）multa  
Crudelia etinportabilia exercebat∴Alios scilicet vi1ioccasione  
transvendebat，；alios de patria propellebat，；ignobiles vero nobilibus  
preponebat6）；  
Undemultisuaspontenoncoactifugiebant  
Quiaidemsesepatisineculpametuebant  
Sed，qulpriusfugitiviperdiversavagabantur7）  
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BrethizlauiducisconsilioinBohemiacongregantur8）；SicqueBohemor－  
um calliditate quosdam precio conduxerunt，；quiZbigneum furtim de  
Claustro monialium extraxerunt；Receptoigitur ZbigneuoinBohemia  
fugitivi1egationemin hec verba comitimittunt nomine Magno9）  
WrotislauensiNos quidem，COmeS Magne，quOquOmOdo Zethei  
COntumeliasin exilio posititoleramus，；sed tibiMagne，Cuinomen  
ducatuslO）estplusdedecorisll）quamhonorislacrimabilitercondolemus，；  
Cumlaborem honoris nec honorem habeas，；cum pristaldis12）Zethei  
dominarinon audeas；；sed siiugum servitutis de cervice volueris  
excutere，；festina puerum，quem habemus，in clipeum defensionis  
recipere．；EthoctotumduxBohemicussuggerebat，；quilibenterdiscor－  
diaminter Polonos seminabat13）；Hoc audito Magnus diuimprimis  
hesitavit；sedcommunicatoconsilio14）maioribusetlaudato，Verbiseorum  
eumreclplenS aCquleVit．：  
ProquofactoWladislauuspatereiuscontristatur，  
SedZetheuscumreginamultomagisconturbatur15）  
IgiturlegatumMagnoWratislauensisquemagnatibusregionistransmis－  
erunt sciscitantes，quid hoc esset，quOd Zbigneuum cum fugitivis sine  
patrisimperiorecepissent，；sirebellesexistere，；velobedire；sibivellent  
；Ad hec Wratislauienses unanimiter responderunt，nOn Se patriam  
Bohemicis velalienis nacionibus tradidisse，；sed dominum ducis filium  
SuOSque fugitivos recepisse，SeSeque Velle domino ducilegitimoque filio  
SuO Bolezlauoin omnibus et per omnia fideliter obedire，；sed Setheo  
Suisque malis operibus modis omnibus contraire．；Populus autem   
legatumlapidare volebat16）；quia Setheipartes falsis ambagibus  
defendebat．；  
Unde multum Wladislauus  
Indignatuset Setheus  
Ira nimisinflammatus17）  
豆 WladislauumVngarieregemetBrethizlauumBohemieducem；inaux－   
iliumsibicontraWratislauensesmandaverunt18）；undeplusdedecoriset  
dampni；quam honoris et proficui；habuerunt Nam Setheum rex  
Wladislauus vinctum secumin Vngariam transportasset，；nipro salute  
cum parvulo Bolezlauo transfugisset19）Cumque nichilvirtute contra  
Wratislauiensesproficerepotuissent，；quiasuicontrasuosbellumgerere  
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noluissent，；paceminvitus cum filio pater fecit，；eumque tunc primum  
Suum filium appellavit20）‡Reversusinterim de Polonia31）quo fugerat  
Setheusmaioresintereoscallidepromissisetmuneribusattemptabat22）；  
eosquepaulatimin partem aliaminflectebat∴Ad extremum vero plur－  
ibus inflexis cum exercitu dux Wladislauus ad urbem Wratislauiensem 
accedebat23）三iamque castra sibireddita per circuitum obtinebat．；  
Zbigneusverovidenssibiproceresintusetextradefecisse，；durumintel－  
1igenssecontrastimulumcalcitrasse；vulgifidei，Vitequesuediffidens24）  
de nocte fugit，；fugiensque castrum Crusuicz25）mi1itibus opulentum ab  
Oppidanisreceptusintroivit．  
1）［P］ウァディスワ7・ヘルマンの年卜の息子ズピグニュフ（ほぼ1073年ごろに生れ  
る）については、R・グロデッキのすばらしい論文「ポーランド公ズピグニュフ」11Zbigniew  
ksi卑Ze POIski，inStudhlStanPoIskie，ksi脚kl（CZCiA．ByガCknenl，krak6w1928，  
p．71105，参照のこと。現在の学者達の－′一致した見解によれば、彼の母（プラヴジイ  
ツ族の出身）は、ウァデイスワフ・ヘルマンのl卜当な妻であった。その結婚は、スラ  
ヴ人の慣習に従って行われたものであり、教会法に従ったものではなかったが、教会  
法は、当時まだ結婚の正当性を保証するものではなかった。  
［訳注］グロデッキ論文によれば、ズピグエフの母の部族は紋章学の研究によって、  
ポモジャ人と深い関係を持っていた、とされる。またT■ヴォイチェホ7スキの説に  
よれば、ズピグニュフの母の家系は、ボレスワフ・クシサウスティが班肢切断の極刑  
を課した聖スタニスワフの家系と繁っているとされる。もしそうだとすれば、ズピグ  
ニュフとボレスワフ・クシヴウステイとの兄弟間対立は、ポモジュ攻略および聖スタ  
ニスワ7殺害と深く関連し、ポーランドの内外をゆるがす大きな政治、宗教問題を内  
に学んでいたというべきであろう。Balzer，Ge〃ealqghlP．107，118．Tyc．Zわgniew．  
Maleczy丘ski，Boleslaw Kqwous＆，P．11．G）SmaS tll．16．T．Wojciechowski，  
Szkice histo7yCZnejedenastego wieku．Krak6w1950．p．267．   
2）［P］これはクラコフの学校の存在を示す最古の言及である。”adaltusiarnetate．”  
「成年において」一成人になる年は、当時は今日よりも著しく低い。ズピグネクはお  
そらくやっと十数オになるかならぬかの年であったと思われる。  
［M］おそらく十ニオを過ぎた頃であっただろう。それはボレスワ7・クシヴウステ  
イの生年の頃（1089／90年）であった。   
3）［M］1O89年から90年の頃。Grodecki，Zbigniew．P77．Maleczynski，  
KT7VWOuS小，P．11．この修道院はクフェドリンブルグQuedlinburgにあった。当時  
ユデットマリア（ヘルマンの妻ズピグネ7の義母筆者）の妹が修道院の院長に  
就いていた。ズピグニュフはその時、確かに聖職者として聖別された。   
4）［G］”palatinuscomes”「パラティメス・コメス」は、当時の最高位の官職であっ  
た。その主な権限は、公の宮廷の管理、監督、とりわけ財務の管理であった。さらに  
この宮廷に対する裁判上の監督権を持っていた。というのは、公の身の安全に対して  
責任を有していたからである。さらに彼は首都（グニュズノ）の城代（カシテラン）  
であった。さらに彼はl司時にグニュズノの騎十に対する命令権を持っていた。また公  
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の名において、全軍を統率することができた。  
5）［M］Sallust，Bellumlugurthinum．805．”Pauciimpediverantcaeciavarjtia．   
サルステイウス『ユグルタ戦記』八○－五「わずかな者達は、貧欲に目がくらみ」。  
6）［訳注］グロテ㌧ソキによれば、シュチェフの統治は、ズピグニュフの母方の部族やそ  
れに連なる一族達の反抗を引き起こしたという。シュチェフは彼らを抑圧するために、  
厳しい施策を用いたが、とりわけ、下層の人々を大胆に登用し旧い家柄の者達を多数  
追放の刑に処した。このため、非常に多くの亡命者が生じた。彼らの多くは、とくに   
チェコに流人したという。Grodecki，Zbigniew．p．81．Tyc，Zbgniew p．10．  
Maleczy触iki，Bolestaw K7句ノu）OuS妙，P．8．P．16．  
7）［M］六連の八苦節トロカイックの詩。  
8）［P］BrzetysIawブジュナスワフ。チェコ公、ヴラティスワフ壬の息子。存イ立1092  
年から1100年。  
9）［P］このマグヌスという人物については、ポワウィ族Powafyの出であるとする   
老もいれば、トゥジニッツイTurzynity族の出とする老もいる（トゥジニッツイ族  
は、おそらく聖スタニスワフの一族である）。－一般的に、彼は第二巻第四九章で言及  
きれている、1109年のマゾフシュ公と同一・の人物とみなされている。  
10）［p］公という名称もし、ニれを文字どおりに解すれば、シロンスクの伯は公の名  
称を持っていた、ということにならぎるを得ない。後にこのシロンスク公国を、ボレ  
スワフ・クシヴウステイが父の名において統治した（第1一三章参照）。  
11）［M］Sa11ust，BellumhLgurthinum．311．ttpluspericuliquamhonorisest．”サル  
ステイウス『ユグルタ戦記』三一一「名誉よりもむしろ危険なもの」。  
12）［P］”przystaw”はプ1）スタルディpri竺taldiというラテン語に対応する古ポーラ  
ンド語である 。この官職名はハンガリ7地方において知られており、裁判官を意味し  
ている。年代記作者は、ここでは、領主ⅥrOj帥r6dに蔽接従属する官吏であって、  
領主の統治機構の一部を構成する役人を念頭においている。  
13）［M］prov．619．”quiseminatinterfratresdiscordia．”『歳言』六十一九「兄弟  
の間にいさかいを起こきせる者」。  
14）［M］Sallust，Bellum Cbtilinae．185．1’cumhocCatilinaetAutronius・・・COnSilio  
commanicato”サルステイウス『カティリナ戦記』L一八一五「カティ1）ナとアウト  
ロニウスはこれを…協議して」。  
15）［P］年代記作者は、ウァデイスワフ・ヘルマンの妻ユデットマリアを、このよう  
に常に「王妃」と呼んでいる。おそらく、彼女の以前の夫ソロモン千（ハンガリア壬）  
との関係をホ唆しているのであろう。  
［M］四連の八音節トロカイックの詰。  
16）［訳注］ズピグニュフの受け入れについては、見解が分かれている。St．ザグジェフ  
スキによれば、受け入れに積極的であったのは、ブロスワフを中心とするシロンクス  
の大貴族層であり、下層の騎士階級・都市市民は、むしろ宮廷伯シュチエフの側に二、フニ  
っていたとする。他方、グロデッキ、マレチンスキは、大貴族もF屑騎十層、都市  
市民もズピグニュフ受け人れに賛同したという。St．Zakrzewsk．OkresdoschyIku  
XIw．inEnJhlqpe4yanフLska．肋to7yaPoli＆cznaPoたki，l析ekisredn；e．1920・p・80・  
88．GrodeckiZbなniew6．82．Maleczyn’ski，B7leslaw Krqywous抄：P．18．  
17）［B］三連の八苦節トロカイック詩。  
18）［p］この章のはじめのところで、ズピグニュフとシロンスクの反乱者はチェコ公ブ  
ジュティスワフの支持をあてにしていたと善かれているので、これまで、くりかえし、  
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次のような解釈がなされてきた。すなわち、ウァデイスワフ・ヘルマンは、ブジュテ  
ィスワフとズピグニュフに対する戦にハンガリアゴミウァアイスワフの援軍を要請した、  
と。事実、事態はこのようであったが、年代記のテキストは、全く疑いようもなく明  
らかにプジュチスワフにも援軍を要請したと表現されている。   
［訳注］マレテンスキによれば、ヘルマンは、支払いを滞らせていたシロンスク地方  
の貢納金をフジェナスワフに支払うことで、彼の援助を確保した、という。この指摘  
を示唆する資料は『コスマの年代記』第三巻一一である。「プジュナスワフは、1093  
年の主の復活祭の頃、彼の最初の統治の年に、しばしばポーランドに侵入し、大いな  
る勝利を収めて帰還した。その侵入による土地の荒廃は極めて大きなものであったの  
で、オドラ川のこちら側の土地は、リナンの砦から、ニュムチャの一つの砦をのぞい  
てグローブフの砦までは、→人の人間も住まない土地となった。しかし、この荒廃も、  
ポーランド公ウ7ディスワフが、大きな嘆願書を添えて、以前と今年の責納分を正確  
に一オボルまで支払うまでは、止むことがなかった。”HicquocienscunquePoloniam   
invasit，SemPer Cum magnO triumpho remeavit．Quam utique anno dominicae   
incarnationislO93，Suivero ducatusprimo，ita crebrisincursionibusdemolitus  
est，ut eXista parte fluminjs Odrae a castro Recen usque ad urbem Glogov  
PraeterSOlum Nemcioppidum，nullushabitarethominum．Nectamencessavit  
ad eius vastacione，donec princeps Poloniae Wladizlaus cum magna supr  
Plicatione praeteritiet praesentis annitributum usque ad unum soIveret  
obulum，”なお、ブジュナスワフのポーランド侵入の時期については、研究者により、   
1091年から94年までの間を動揺している。  
19）［p］（ハンガリア王）ウ7ディスワフは、おそらくシュチェフを、自分で愛しみ育  
てたミュシコ（ボレスワフ・シミアウイの息子）殺害の犯人と考えたであろう。  
20）［P］ここで正しく、次のことが示された。すなわち、スピグニュフの出自の止統性  
について、いかに疑わしい点があったとしても、この瞬間からズピグニュフは、統治  
者である公のjE統な長男となった。  
21）［P］ヴイエルコボルスカ地方を指す。シュチェフはハンガリア王ウ7ディスワフか  
ら逃れてこの地方に身を隠していた。  
22）［P］”n甥9！甲1ntereOS”「彼らのうちの有力者」－ズピグニュフを支持するシロ  
ンスクの大貴族。   
［M］Sallust，BellumIugurthinum．803．”magnis muneribuset maioribus  
promissisadstudiumsuiperducit”サルステイウス『ユグルタ戦記』八○三「多  
くの贈物とさらに多くの約束で彼の好意を手に入れた」。  
23）［M］グロデッキは、ズピグニュフにンロンスク州が与えられた。と主張している。  
Grodecki，Zbなniew．p．86．  
24）［M］sallust，Bellum Cbillinae，454．”postremotimidusacvitaedittidens，‖サル  
ステイウス『カテリナ戦記』四五一四「結局、恐れをいだき、生命すら覚束な〈思っ  
て」。  
25）［訳注］クルシヴィッツアKruszwica。クヤLヴィ地方の古郡でゴプウォ湖GopIo，  
に面している。八世紀に城塞が置かれ、塩見と交易で繁えた、ポピエール伝承の地で  
あり、鼠の塔に擬せられた塔が今日まで残されている。  
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さて、父親は、ズピグニュフがこのように罰も受げずに逃亡し、またクル  
シヴイツツァの人々が自分に反抗して彼を受け入れたことに立腹し、以前と  
同じ数の軍勢を率いて逃亡したズピグニュフの後を追い、全軍とともにクル  
シヴィッツアの城塞の下に押し寄せた。しかしズピグニュフは、異教徒の大  
軍を集め1）、クルシヴィッツアの兵七部隊を率いて、城塞から出て父親と激し  
く闘った。しかし公正な裁き主が父親と息子の間を裁くこととなった2）。とい  
うのは、そこでは内乱を越える戦が行われ3）、父親に対して息子が、兄弟に対  
して兄弟が邪な武器を取ったからである4）。ここにおいて、哀れなズピグニュ  
フは、父親を冒渡したことによって、来るべきものに催する者となったと思  
われる5）。全能の神は、その場でウァデイスワフ公に多くの恵みを与えたので、  
公は数えきれない程多くの敵を打ち倒し、公自身は、わずかな兵を失っただ  
けであった。そこでは非常に多くの流血があり、移しい屍が城塞に隣接した  
湖の中に沈んだ6）。その時から善きキリスト教徒は誰もこの湖水の魚を忌みき  
らうこととなった。このようにして、以前は豊かで多くの兵に満ち溢れてい  
たクルシヴイツァは、ほとんど廃嘘のような外観を呈するにいたった7）。   
さて、わずかな手勢とともに難を遁れ、城塞に逃げ込んだズピグニュフは、  
生命を失うことになるのか、あるいはまた四肢のいずれかを失うことになる  
のか、と心中穏やかではなかった自）。しかし父親は、若者の愚かさを罰するこ  
となく、彼が異教徒や他国人に依存しているのではないか、またそのことか  
らさらに大きな危険が生じるのではないか、との不安を退け、懇請された生  
命と四肢を保証し、彼をマゾフシュに連れて行き、シュチェフの城の牢獄の  
中にしばらくの間閉じ込めた9）。その後グニュズノの教会の聖別式の際に10）、  
司教達と諸侯達の執り成しによって、彼を呼びもどした。こうしてスピグニ  
ュフは彼らの懇原則こよって以前に失っていた寵を取ー）戻した。  
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（5）  
AtpaterdolenseumlnpuneSicevasisse，eumqueCrusuiciensescontra  
SelpSum reCeplSSe，；cum eodem exercitu Zbigneuum fugientem  
persequitur，；totisque viribus Crusuiciense castrum aggreditur．：  
Zbigneuusveroconvocatamultitudinepaganoruml），；habensqueⅦacies  
Crusuiciensium，；exiensdecastrocumpatredimicavlt，；sediustusiudex  
interpatremetfiliumiudicavit2）∴Ibinamque bellum plusquam civile3）  
factumfuit，；ubifiliusadversuspatrem；etfratercontrafratrem；arma  
nefanda tulit4）．：Ibispero，miser Zbigneuus paterna malediccione，quOd  
futurumerat，prOmeruit；5）；ibivero Deus omnipotens Wladislauo duci  
misericordiam tantam fecit，；quodinnumerabilem de hostibus  
multitudineminterfecit；et de suis sibipaucissimos mors ademit∴  
Tantumenimhumanicruorisibisparsumfuit，；tantumquecadaverumin  
lacum castello contlguum COrruit6），；quod ex eo tempore plSCemillius  
aque comedere quisque bonus christianus exhorruit．；Sicque Crusuicz，  
diviciis prius et militibus opulentum，；adinstar pene desolacionis est  
redactum7）∴Ⅰgitur Zbigneusin castrum fugiens cum paucissimis  
liberatus，三utrumvitamperdatanmembrorumaliquidestincertus8）∴At  
pater，iuventutisstulticiamnonulciscens，nepaganisdubitans，Velalienis  
gentibus adhereret，；unde maius periculumimmineret，；pro vite mem－  
brorumque salute quesita fide et concessa，SeCumillumin Mazouiam  
transportavit，；eumque carcerein castro Sethei9）aliquanto tempore  
maceravit．；Postea veroin consecracione Gneznensis ecclesielO）inter－  
Ventu episcoporum eum et principum advocavit，；eorumque precibus  
gratiam，quamperdiderat，aCquisivit．；  
1）［p］おそらくポモジャ人であろう。   
2）［M］Psalmi712”Deusjustusjudex，fortisetpatiens．”『詩編」】712「力強  
く、堅固な、正しき裁きの神」。   
3）［M］Lueanus，Debello c［LliliPha7Salia）ト1．”BellaperEmathiosplusquam  
civi1iacampos”ルカーヌス『内乱（ファルサリア）』1－1「エマテイアの野で、  
内乱を越えた戦が」。ズピグニュフとの戦は1096年に行われた。   
4）［訳注］グロデッキの見解は、宮廷伯シュチェフこそ、この争いの元凶であり、また  
ヘルマンに対抗するズピグニュフを支援するクヤーバブイの在地勢力こそポモジュ人と  
二∵J   
（⊃   
．1J‥・lハ．・揖  
の同盟を画策した張本人である、というものである。Grodecki，Zbknniew，p87．  
5）［P］”quodfuturumerat．”ズピグニエフの失明と彼の死を示唆している。  
6）［P］ゴプウァ湖Gopla。  
7）［M］Isaias，3411■’，etredigatur…indesolationeIT）”『イザヤ書」3411「荒廃  
の中に…… もどす」。  
8）［p］「生命の喪失あるいは四肢の切断」－これはこの時代によ〈見られた刑罰  
であり、反抗者、裏切リ者として扱かわれた政治犯に通用された。  
9）［p］ヴイスワ川に面した、コジェニッツ近郊のシュチェホフSiechiech6w。   
［B］ニの城でのズピグニエフの拘留は、1096年の夏から1097年の5月1日まで。  
10）［訳注］ドゥ＝㌢－シの年代記の第4巻の1097年の項に次のようにある。「大司教マル  
チンは、グニエズノの人司教座聖堂：の聖別式の挙行の目について悩み、それを5月1  
日まで延期することを決意した。そしてその式をより壮麗にするために、ポーランド  
公ウァアイスワフ、公妃ソフィア、ウァデイスワフの息子ボレスワフとポーランド王  
国のほとんどすべての司教と大貴族、封臣を招き、その臨席によって式をより壮大な  
ものにしようとした。‥什＝グニ工ズノの教会の聖別式が神の祝福の’’Fに無事に終った  
時、ポーランド公ウァディスワフは、この式典に参列したグニエズノの大司教マルチ  
ンや司教達、封臣達の度重なる懇請を受け入れ、ズピグニエフを牢獄から解放した。  
彼は、父とその権力に今後の忠誠を誓った。そしてもう1人の息子ともども、大きな  
軍勢を与えてポモジャに派遣した。”Gneznensis ecclesie Polonorum metropolis  
Martinuseiusdem archiepiscopusdilatam consecracionemin eamdiemmoles－  
tiusferens，addedicandameamprimamdiemMaiiconstituit．Quequocelebrior  
esset，WladislaumPolonorumducemetZophiamducissam，Boleslaumquoque  
filium Wladislaiet fere universos Polonie episcopos proceresque，barones et  
primosRegniPolonie，uteamSuahonorarentpresencia，adillaminvitavit．・・  
dedicationis ecclesie Gneznensis benediccione abso］uta Wladis】aus Polonorum  
dux MartiniGneznensis archiepiscopisingulorumqueepiscoporumetbaronum  
Polonie，quisolennitatihuiusmodiintererant，mUltipharjisprecibusexpugnatus，  
Sbigneum decarcere，devotum sedecetero patrietin eiuspotestate futurum  
po11icentem，relaxatetutrumquefⅢum，datoi11isfrequenti，eXerCitu，inPomer－  
aniamtransmittit”（Warszawa1970，AnnalessellC777ntCaei17C［［tir（g17ijbloniae，  
P193195．）  
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九  ここでたまたまグニュズノの教会が言及されたので、この教会の聖別式の  
前夜に1）尊い殉教者アグルベルト2）が異教徒にもまたキリスト教徒にも顕した  
奇跡について3）、黙したままやり過ごすのは適切なことではないであろう4）。  
すなわち、その夜、ポーランド側の砦では、裏切り者数名が綱でポモジャ人  
エリ   
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を上に引き上げ、こうして砦に入った者が翌口、堅塁の上で砦の者達の破滅  
を待ち受けるという手筈が整えられていた。しかし′削こ見張り、決して眠ら  
ない老が5）、自ら御自身の騎士アグルベルトの見張りを用いて、眠っている砦  
の兵達を守り、キリスト教徒を待伏せして見張っていた異教徒達を霊的な武  
器によって、恐怖におとし入れたのである。というのは、白馬に乗り、武器  
を帯びた者がポモジャ人の前に現われ、剣を抜いて彼らを脅し、城塞の階段  
と砦の土塁から彼らを突き落したからである。こうして砦の者達は、異教徒  
の叫び声と騒乱の音に目を覚した。彼らはまさに栄光に輝く殉教者アグルベ  
ルトの守護によって、明らかに差し迫っていた死の危険から免れたのであっ  
た。   
目下のところ、聖人については以上述べたことで十分であろう。そしてこ  
の中断の後では、我が筆を当初の話の筋道に戻そうと思う。  
（6）MIRACULUM DE SANCTO  
ADALBERTO   
EtquoniamecclesiemencioGneznensisinhoc fierifortecontigerit，；  
non est dignum preterire4）miraculum，quOd invigi1ia dedicacionisl）  
preciosus martir Adalbertus2）et paganis et christianis ostenderit3）．：  
Accidit autem eadem nocte in quoddam castrum Polonorum quosdam 
traditoreseiusdem castriPomoranossursum funibus recepisse，；eosque  
receptos in propugnaculis diem crastinum ad oppidanorum perniciem 
expectasse．≡Sedille，quisemper vigi1at，nunquam dormitabit5）；  
Oppidanos dormientes suimi1itis Adalbertivigilantia custodivit；et  
paganosininsidiischristianorumvigi1antesarmorumterrorspiritualium  
agitavit．：Apparuit namque quidam super album equum Pomoranis ar－  
matus，quigladioeosextractoterritabat∴eosque pergradus etsolium  
CaStriprecipites agitabat．；Sicque proculdubio castellani，；clamoribus  
paganorumettumultibusexcitati，；defensionegloriosimartirisAdalberti  
abimminentisunt mortis periculoliberati，：Hec ad presens de sancto  
dixisse sufficiat；et adintervallum superius nostre stilusintentionis  
incipiat．；  
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1）［M］1097年4月3〔lR。  
2）［p］聖アグルベルト（聖ヴォィチェフとも呼ばれる）はグニエズノの大司教座と聖  
堂の守護者である。  
3）［訳注］マレナンスキによると、ポモジャ人はこの時、バルト川とノテツ川の線まで   
．攻めて来て、その線上のポーランドの砦を急襲した、という。  
4）［M］Sallust，BellumIL曙urthinum79一1”nonindignumvideturegregiumatque   
mirabjlefacinus・・・・‥memOrare．サルステイウス『ユグルタ戦記』791「すぐれた、   
驚くべき行為を述べることは、不適切なことではない」。  
5）［M］psalmi，1204”nondDrmitabit・・・・‥quicustodietIsrahel．”『詩編』1204   
「イスラエルを見守る者は……眠らず」。  
第七章 二人の息子への王国の分割について   
さて、グニエズノの聖堂が聖別され、ズピグニュフが父親の寵を得たあとl）、  
ウァディスワフ公は、自分の軍隊を二人の息子に任せ、ポモジャ地方の征服  
に彼らを派遣した。彼らは確かに出陣したのであるが、どういうわけか、彼  
らの間である決定を下し、任務を果さずに帰還した。これに対して、幾分疑  
いを抱いた父親は、ただちに二人の間に王国を分割した2）。しかし  
しかしながら、王国の要たる  
都邑3）は手放さずして我が手に4）、   
しかし分割の際に、どこがどちらの側に振り分けられたか5）、を挙げること  
は、我々にとっては荷が重く煩わしいことであり、あなたがたにとっては、  
これを聞くことは十分に実りあることでもないであろう。  
（7）DEDIVISIONE REGNIINTER  
UTRUMQUEFILIUM  
Igitur Gneznensibasilica consecrata；et Zbigneuo gratia patris  
impetratal），；Wladislauus dux ambobus filiis suum exercitum  
commendavit；etin Pomoraniam eosin expedicionem delegavit．；Illi  
autemabeuntes；etqualenescioconsiliumcapientes，：1nperfectonegocio  
exitinereredierunt，；Undepater，neSCio quid suspicans，COnfestiminter  
eosregnumdivisit2），‡seddemanu  
Tamensuasedesregnlprincipales3）nondimisit4）．  
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Sed quidin divisione cuique contigerit5），；enumerare nobisiIlminet  
onerosum，；neque multumhoc audirevobisfuerit fructuosum．；  
1）［M］この時からズピグニュフはヴイエルコボルスカと、おそらくはクヤーヴィ地方  
も領有した。それに対してボレスワフはシロンスクを領有した。   
2）［訳注］『コスマの年代記』第3巻第16茸に次のようにある。「キリスト降誕1102年。  
ポーランド公ウ7ディスワフには二人の息子があった。1人は妾から生れ、名をズピ  
グニュフといった。もう1人はヴラティスワフ王の娘ユデットから生れ、名をボレス  
ワフといった。ヘルマンは【1分の王国を彼らに対して半分づつ分割した。しかし、神  
の声にもあるとおり、円らの内部で分かたれたすべての三［田は荒廃するであろう。」  
”Anno dominicaeincarnationisllO2．Wladislaus dux Poloniae habens duos  
filios，unum de concubina progenitun，nOmine Sbignev，alterum exIuditha  
Wratizlairegisfi】iaeditum，nOmine Bolezlaum，hosintersuumregnum dividit  
permedium；Sedquoniamiuxtavocemdominicam，Omne regnuminseipsum  
divisumdesolabitur”．CosmaeChron．Lib．m16．この王国分割の4：iわれた暗につい  
ては、諸説があI）グロデッキは1U98年か1097年、ザグジェフスキiま1098年、マレナン  
スキは1099年と考えている。GrodeckiZbなnieu），P88．Zakrzewski，Okl’esdoscjひIku  
p81，Maleczy舌ski，Bolesiau）Kryu）OuSblP21．   
3）［P］次の章から明らかなように、ヴロツワフ、クラコフ、サンドミュシ。   
4）［M］二連の八苦節トロカイックの詩‘，   
5）［訳注］グロテへソキによれば、ズビグニュフはクヤーヴィ地方を含むヴィェルコボル  
スカ地方、それに加えて、ウェンツイツア、シュラッキ地方を領有し、ボレスワフは  
ルブシ地方を含むシロンスク地方、クラコフ地方、サンドミュシ地方を領有した、と  
される。さらにグロデッキは、ヘルマン没後のマゾフシュ地方はズピグニュフに帰属  
し、自分の領地とマゾフシュの領地の軍事命令権をも獲得した、とし、ズピグニュフ  
にボレスワ7に対する優越Lた地位を帰している。Grodecki．Zbなnieu）p90．他方、  
マレナンスキは、『コスマの年代記』の記述にも依りながら、2人の妃弟間の地位は  
ヌ寸等のものであったとし、この分割はシュチェフの陰謀であったと推論している。  
Maleczyfミski，Boh，Slau）Kr4yWOuS＆p25．  
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さて、父親は、諸侯達から、使節の派遣や接受、軍隊の召集や指揮1）、また  
このように広大な王国の多様な統治に、二人の息子のうち、どちらが高い地  
位を占めるべきかと尋ねられた時、次のように答えたといわれている。「王国  
を彼らの間に分割し、目の前にあるものに裁きを下すことならば、病弱で年  
老いた身の私でもできることである。しかし、一方の者を他方の者の上に置  
27   
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き、彼らに勇気と知恵を与えることは、  
そは我が為しうることにあらず、  
神の権能に属することなリ2）。   
しかし、私の一つの心からの願い3）をあなたがたに明らかにすることはでき  
る。すなわち私の死後、国土の守りと敵との戦においてより大きな分別と勇  
気を持つ者に4）、心を一つにして従うように。他方、二人の子供達の間に王国  
を分割したように、あなたがたもまた、誰でも自分の領地を保持できる。そ  
して私の死後、スピグニュフは、今領有しているものに加えて5）同時にマゾフ  
シュも領有することになるだろう。他方嫡子ボレスワフには、ヴロツワフ、  
クラコフ、サンドミュシ6）という王国の主要な都市を得させるであろう。最後  
に、もし二人に勇気がなく、あるいはもしたまたま不和が生じたならば、ま  
た彼らが外国の民に支持を求め、外国の民を王国の破壊のために引き入れる  
者となれば、彼らから統治の権を剥奪し、家産の権利を奪ってもらいたい7）。  
他方、以前にもまして国土の名誉と利益に配慮した者には、永続的な法によ  
って王座を得させてもらいたい。」   
こうしてウァディスワフは、王国を上述の如く分割し、父親としての立派  
な言葉を残したが8）、その後、少年達は各々、自分に与えられた領土に赴いた。  
他方、彼らの父は、常に喜ばしい気持でマゾフシュに移り住んだのであった。  
（8）   
InterrogatusautempateraprlnCipibus，qulSeOrumeXCellenciuseminerr  
etinlegacionibusmittendis et susclpiendis，in exercitu convocando et  
conducendol）etin tantiregnidispensacione multimoda，Sic respondisse  
fertur：Meum quidemest，ut hominissenisetinfirmi，regnuminter eos  
dividere，；ac de presentibusiudicare，；sed alterum alteriprerogare vel  
probitatemet sapientiameisdare，；  
Nonestmeefacultatis，；seddivinepotestatis2）．   
Hoc autemunumcordismeidesiderium3）vobispossumaperire，：quOd  
discrecioriac probioriin terre defensione‡et hostiuminpugnacione；  
VOlo vos omnes post morternmeam unanimiter obedire．三Interim vero，  
Sicut divisum eis regnum partem suam qulSque retineat．；Post obitum  
ユヾ   
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quidemmeumZbigneuscumhoc，quOdhabet5），Mazouiamsimulhabeat，；  
Bolezlauus vero，1egitimus filius meus，in Wratislaw etin Cracou etin  
Sudomir6）sedes regniprincipales obtineat．：Ad extremum autem，Si  
ambo probinon fuerint，；velsiforte discordiam habuerint，；ille qui  
exteris nationibus adheserit…et easin regnidestruccioneminduxerit，；  
privatus regno patrimoniiiure careat7）．；ille vero solium regnilege  
perhennlpOSSideat，；quihonoriterremeliusetutilitatiprovideat；Facta  
autem，ut dictum est，regnidivisione，；habitaque patrisluculenta satis  
Oratione，：puerOrum qulSque Suam regniporcionem visitavit，：eOrum  
VerOpaterSemperinsuaMazouialibentiushabitavit．；  
1）［p］“conducendo［exercitu］”－Lグロデッキは「軍隊を指揮すること」と訳した。  
もちろんこうした訳も叶能であるが、もっともよく用いられる意味は「傭兵を徴募す  
ること」である。もしこうした解釈がここで可能ならば、ポーランドの諸公はすでに  
十一世紀から十二世紀にかけて、すでに傭兵軍を持っていたこととなる。   
2）［M］二連の八音節トロカイックの詩。   
3）［M］Psalmi80－］3“dimis、illossecundumdesideriacordiseorum”『詩編』（ウル  
ガータ版）八○一三「彼らの心からの望みに従って彼らを解き放ち」（［訳注］現在  
の『合同訳聖書』ではこの文章は八一章に置かれており、意味も多少異なっている。  
「彼らの心の頑なきの故に」“材ウ mr、「申”。   
4）［P］年代記作者かウァディスワフ・ヘルマンの言葉としたこの表現は、死の床にあ  
ったアレクサンダー大工の応答を想起させる。彼は、王国を誰に遺すのか、と尋ねら  
れて「最も勇気ある者に」と答えたといわれている。   
5）［訳注］グロデッキによれば、ヴィェルコボルスキ地方、クヤ→ヴィ地方およびウェ  
ンツイツイ地方、シュラッキ地方である。   
6）［訳注］サン川がヴィスワ川に注ぐ地点に位吊している。   
7）［p］明らかに→・・○九年にズピグニュフが果した役割を示唆している。   
8）［M］Sa】1ust，Bellum Catilfnpae31－6．“orationem habuitluculentam atque  
utilemreipublicae．”サルステイウス『カティl）ナ戦記』三一六「凹にとって有  
用なすばらしい演説をした」r」グロテ㍉ソキによれば、このヘルマンの言葉は年代記作  
者による虚構である。  
第九章   
さて、もしも我々がボレスワフの少年時代について、記憶に価すべきもの  
を書き記したとしても、誰もそれ程には怪しまないであろう。というのは、  
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ボレスワフは、少年の気まぐれがしばしば求めるような無益な娯楽に心を奪  
われず、少年の身に可能な限り力強い騎士の業を真似ようと努めたからであ  
る。犬や馬と戯ることが、貴族の子供達の慣わしであったが、ボレスワフは  
むしろ、少年の身でありながら、騎士の戦の業を喜ぶのが習いとなった。ま  
だ自分の力で馬に乗ったり、降りたりすることはできなかったが、父親の意  
志に逆らって、あるいは父親も知らずに二度三度と騎士達の司令官として敵  
を迫って出征したのである。  
（9）   
Interimnesitalicuialiquatenusadmirandum，；siquidscripserimusde  
Bolezlauipuericia memorandum．；Non enim，Sicut assolet plerumque  
lasciviapuerilis，1udosinanessectabatur，；sedimitaristrennuosactusac  
militares，1nquantumpuerpOterat，nitebatur∴Etquamvissitpuerorum  
nobiliumincanibusetinvolucribusdelectari，；plustamensolebatBolez－  
1auus adhuc puerulusinmiliciagratulari．：Nondum enimequum ascenT  
dere veldescendere suis viribus prevalebat etiaminvito patre vel  
aliquotiens nesciente，Super hostesin expeditionem dux mi1itie  
precedebat，；   
第十章 シェチェフとボレスワフ、モラヴイアを窺  
掠す  
さて、今、少年騎士ボレスワフの初期の物語について述べようと思う。そ  
して徐々に小さな事柄から大きな事柄へ移っていくこととしよう。   
以前に述べたように、老令という重荷を負ったウァデイスワフ公は、宮中  
伯シュチェフに自分の軍隊を任ね1）、敵と戟を行うために、また敵の土地を窟  
掠するために彼を派遣した。さて、シュチェフがモラヴイアへ侵攻しようと  
した時、少年ボレスワフも名目的に戦に加わるべく出征した。その戦では、  
ポーランド人達はモラヴィアの大部分を荒廃させ、またそこから多くの戦利  
品とともに多くの捕虜を連れ帰った。また、戦場においても行軍の道々にお  
30   
ZIZ   『匿名のガル年代記』第二巻（制訳と注釈）［第1章から第16苛まで］   
いても全く苦境に会わずに帰還したのであった2）。   
（10）ZECZECHET BOLEZLAUSMORAUIAM  
VASTAVERUNT   
Nunc vero quoddam eiusinitium puerilismilitie depingamus；et sic  
paulatimdeminoribusadmaioratranscendamus．；Sicutnotumest，dux  
Wladislauus，Seniogravisetetate，Setheopalatinocomitisuumexercitum  
COmmittebatl）；eumque pugnaturum；velterras hostium vastaturum；  
delegabat；Undecumesset Morauiaminvasurus，；ivit eum eo puerulus  
SOlo nomine pugnaturus．；Illa vice partem Morauie maximam  
destruxerunt，；indequepredammultametcaptivosadduxerunt，；acsine  
bellidiscrimine velitineris redierunt2）；  
1）［訳注］“palatinuscomes”とりあえず「宮中伯」と訳しておいた。パルゼルによ  
れば、この宮中伯は官史の任命権を持ち、軍隊の司令権を掌握していた。70レジイア  
によれば、十－、一世から十二世紀にかけてのポーランドにおいては、この宮中伯は干ま  
たは公に次ぐ顕職であった。0．Balzer，“Przeglqd palatyn6w poIskich za pan－  
OWania Piast6w”inPismaz）OSmiertne，t．Ill，Lw6w1937，p．229－242．   
2）［P］モラヴイアへのこの出征は、一一○九二年あるいは一○九三年に行われた。  
第十一章 少年ボレスワフ、猪を刺し殺す   
もし暗が、作品の要点へ急ぐことを命じなければ、この少年の勇気につい  
て多くのことを述べることができるのだが。  
しかしながら、ある一件は秘密のままに隠し置く能ほず、  
そは、勇気の範として  
赤く輝くに価すれば1）。   
ある時、マルスの子は、森の中で朝食を取っていた時、大きな猪が横切っ  
て、うっそうとした繁みの中に入っていくのを見た。ボレスワフは、ただち  
に食卓から身を起こし、槍を持って猪を追った。大胆にも御付の騎士も犬も  
連れずに猪に襲いかかっていった。森の獣に近づいてその喉に一撃を加えよ  
うとした時、反対の側から御付の騎士が現われ、振り上げられた一撃を押し  
止め、ボレスワフから槍を奪い取ろうとした。その時ボレスワフは怒りに燃  
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え、驚くべきことに、大胆にも二重の闘いを、つまり人に対する闘いと獣に  
対する闘いとを行い、それぞれを打ち負かした。すなわちその騎士から槍を  
取り返し、猪を刺し殺したのである。後にこの騎士は、なぜそんな事をした  
のかと尋ねられた時、自分が何をしたのか覚えていないと言った。しかしな  
がら、この→件によって彼は永い間ボレスワ7の寵を失った2）。他方少年の方  
は、その他から疲れ切って帰り、扇の風をうけてやっと力を取り戻したので  
ある3）。  
（11）BOLESLAUSPUERINTERFECITAPRUM   
Multa possem de audacia huius pueriscriptitare∴nisitempusiam  
instaret adsummam operisproperare．；  
Tamen quoddaminoculto non permittamlatitare，  
Cumsit dignum adexemplumprobitatisrutilarel）．   
Quadam vice puer Martis ad gentaculumin silva residens，aprum  
immanem transeuntem，三ac densitatem silve subeuntem，；vidit，；quem  
Statimdemensasurgens，aSSumptOVenabulosubsecutus，；sinecomitevel  
Cane preSumptuOSuS；invasit．；Cumque fere silvestriproplnquaSSet；et  
iamictumin eius gutture vibrare voluisset，；ex adverso quidam miles  
eius occurrit，；quivibratumictum retinuit；et venabulum eiauferre  
VOluit．：Tum vero Boleslauusira，immo audacia stimulatus，geminum  
duellummirabiliter，humanumscilicetetferinum，Singularitersuperavit；  
§Nam etillivenabulum abstulit‡et aprum occidit．；Ille vero miles  
postea，Curhocfeceritrequisitus，；senescivisse，quidegerit，eStprOfessus  
；et obhoctamenest abeiusgratialongo temporesequestratus2）．；Ille  
vero puerinde rediit fatigatus；et vix tandem vires obtinuit  
ventilatus3）．；  
1）［M］四連の人音節トロカイックの詩。   
2）［P］この騎上の振舞は、非常に疑わしい部分を持っていて、ボレスラフの命をねら  
った襲撃のように思われる。もし事件の細部について、もっと詳しく知ることができ  
れば、この事件の中にシュチエフの手が伸びていることがわかったかもしれない。  
［訳注］マレナンスキもプレジイアと同様の解釈をしている。Maleczチnski，Bolesiauノ  
〟Jりり■〟0〟S秒P．27．   
3）［P］扇であおぐことは、1日寺、意識を蘇生させる素朴な方法であった。  
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第十二章   
210   
たとえ私が、妬み心を持つ人々に1）あらゆる点で嫌われているとしても、前  
述の挿話に似た、彼の少年時代の別の出来事についても沈黙しないこととし  
よう。   
さて、この少年がわずかな御供を連れて森を歩き回っていた時のことであ  
った。彼がたまたま′ト高い丘の上に立って、下の方をあちらこちら見わたし  
ていると、大きな雄熊が雌熊と戯れているのが目に入った。ボレスワフはこ  
れを見ると、他の老はその場に停まるように命じ、自分はただちに低地に降  
り、大胆にも単身馬にまたがって、血に飢えた獣に近づき、肩を怒らしてボ  
レスワフの方に突進してきた雄熊を一突きに刺し殺した。この出来事は、そ  
こに居あわせた者にも、極めて驚くべき事柄であったが、それを目撃しなか  
った老にも、ボレスワフの勇気について語り聞かせるにふさわしい事件であ  
った。  
（12）   
Aliudquoquefactumeiuspuerile，；huicsimile；nontacebo，；quamvis  
noverimquiaemulisl），nOnperOmniacomplacebo；Idempuercumpaucis  
insilvadeambulans∴ineminenciorilocoforteconstitit，；acdeorsumhuc  
illucquecontemplans，；ursumingentemcumursacolludereprospexit．；§  
Quovisostatimaliisprohibitisinplaniciemdescendit，；acsolusetintre－  
Pidusequosedenscruentasferasadivit，；ursumquecontraseconversum  
brachiis erectis venabulo perforavit．；§ Quod factum satis fuitillic  
astantibus ammirandum，et nOn Videntibus pro tanta audacia pueri  
recitandum．；  
1）［p］年代記作者が、どのような行為に対する妬みを念頭に置いていたのか、はここ  
からは不明である。  
．■～．●i  
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第十三章  
とかくするうちにマルスの子ボレスワフは、力も年も増し加わり、年頃の  
少年が慣わしとするような賛沢と空虚な事柄に心惹かれず、敵が略奪を働い  
ているとの知らせを受けると、それがどこであろうと、同年の少年達を率い  
てその場に休まず急行した。そしてしばしば秘かに少数の者を連れて敵の地  
に押し入り、村を焼き払い、捕虜と戦利品を奪い取った。まさにヴロツワフ  
公国を支配した者は、年齢は少年であったが、勇気にかけては老成の人であ  
った。しかし彼はまだ騎士の身分に達していなかったのである。   
こうして、披こそオ豊かな優れた若者になるのでは、という希望が芽生え  
た。そしてすでに彼の中に騎士としての栄光を示す明らかな徴が見えたので、  
諸侯達はすべて彼に親愛の情を抱いたのである。というのは、彼らは彼の中  
に未来を約束する偉大な何かを感じ取ったからである。  
ヨ‖監   
Interea Bolezlauus，Martialispuer，viribusetetatecrescebat，；nec ut  
assolet etas puerilisluxuivelvanitatibusintendebat，；sed ubicumque  
hostes predas agere sentiebat，；illucinpiger cum coequevisiuvenibus  
properabat；§etplerumquefurtimcumpaucisterramhostiumintroibat，  
Villisque combustis captivos et predam adducebat．；Iam enim ducatum  
Wratislauensempueretate，；senexprobitate；retinebat，；necdumtamen  
militaremgradumattingebat．：Undequiaspesineoiuvenisboneindolis  
pullulabat；iamque magnumin eo glorie signummi1itaris apparebat，；  
omnes eum principes diligebant，；quia futurumin eo magnum aliquid  
perpendebant．；   
第十四章  
さて、マルスの後裔として生まれたこの少年は、ある時ポモジャに馬に乗  
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って出征した。そしてその地で自分の名をさらに輝かしいものにした。  
すなわち、かくも多くの軍勢によりて  
ミュジジュッツ1）の砦を包囲せり2）。   
またかくも激しく急襲したので、砦の者達は、わずか三日で降伏せぎるを  
得なかった。その地ではまた家令ヴォイスワフ3）が頭の頂きに勇気の印を受け  
た。しかし優れた医師の技が、彼の体から骨片を引き抜いて命を救ったので  
ある。  
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Idem vero puerulus，；Martis prole progenitus，：quadam vice super  
Pomoraniam equitavit，；ubiiam evidencius famam suinominis  
propalavit．；§  
NamquecastrumMeczireczel）tantisviribusobsedit2）  
tantoqueimpetu assultavit．：quod paucis diebusOppidanos dedicionem  
facerecoartavit．；§IbiquoquedapiferWoyslauus3）inverticetalesignum  
audacie comparavit，；quo vix eum extractis ossibus operatio sagax  
mediciliberavit．；  
1）［p］おそらく、今日のジュローナグーラ県の北部に位置する、オドラ川河畔のミュ  
ンジジュチの町を指す。   
2）［M］二連の八音節トロカイックの乱   
3〉［P］このヴォイスワフをボレスワ7・クシT71ウステイのミT役“piastun”と見なす  
見解もあるが、確かなことは不明である。   
第十五章   
倦むことを知らない少年ボレスワフは、その地から帰った後も、騎士達に  
少しばかりの休息を与えたが、すぐに彼らをその地に連れ戻した。彼は夷秋  
の土地を従えることを熱望したので、まず戦利品を奪い放火するなどという  
ことは考えず、ひたすら彼らの砦や都市を占領し破壊しようとしたのであっ  
た。そして、兵士を駆り立て、極めて有名で堅固な城塞に突進し、それを包  
囲した。この城塞は彼の最初の急襲すら耐えることができなかった。ボレス  
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ワフはそこから多くの戦利品と捕虜を取り、また城塞の兵士達を戦争の法の  
下に置いた。   
こうしてボレスワフがますます愛されるべき老になればなる程、彼はますま  
す多くの者の嫉妬を掻き立て、彼の滅亡をねらう敵の肝計を招くこととなった。  
（15）  
lnde regressus quietimilitum aliquantulumindulsit，；eosque statim  
illucpuerlaboriosusreduxit．：Quiregionembarbarorum subiugarecon－  
Cupiscens，Predasagerepriusvelincendiafacerenonconatur，；sedeorum  
municionesvelcivitatesobtinereveldestrueremeditatur∴Igiturgressu  
COnCitoquoddamnobilesatisacfortecastrumobsessurusinvasit，；quod  
tamen eius primumimpetum non evasit．：§Unde predam multam et  
Captivosegit，；be11atoresverosentenciebelliceredegit．：§Etquomagis  
amaridebuit，‡eo sibimaioreminvidiam cumulavit，；etinimicorumin－  
sidiasadsuuminteritumprovocavit，：  
第十六章   
この間に、シュチェフは、伝えられるところによると、二人の少年に対し  
て肝計を企み、多くの策略を用いて、父親の気持を少年達への愛情から逸ら  
そうとした。   
さて、シュチエフは、領土としてこの少年達に任ねられた城に、自分の氏  
族出の者か、あるいは身分の低い者達を、伯として、また代官として任命し  
た1）。これらの者は、二人の少年の命令に服しなければならぬ身でありながら、  
シュチェフによる巧妙で毅滑な策によって、少年達の命令に従わないように  
と唆されていた。実際、シュチェフは、二人の兄弟にとって不穏な陰謀の主  
となったのである。しかし、それだけにいっそうシュチェフは、嫡子であり、  
鋭敏な精神の持ち主であり、また父の没後、王国を支配することになるボレ  
スワフを自分の不幸の源として恐れていた。   
一方、兄弟達は、もしンェチェフが二人のうちのどちらかに好計をしかけ  
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てきたら、一方は他方に対して、全力で間髪を入れずに援助に駆けつけるこ  
とを相互に誓約し2）、そのための印を定めた。   
さて、役渦な策略によるのか、あるいは事実に基くものかは不明であるが、  
ウワディスワフ公は、少年ボレスワフに、ボヘミア人がポーランドに侵入し  
略奪を働こうとしているとの斥候の話を告げた。そして公は、これに対処す  
るため、ボレスワフに、定められた場所にできるかぎり早く急行し、自分の  
公国の伯達を援軍として召し出すように命じた。しかし、これらの伯達は、  
シュチエフが任じた者であり、少年ボレスワフは彼らを少しも信用していな  
かった。少年は父親の命令・に従い、父親を信じて、定められた場所に腹心の  
者達とともに急行し、いささかの疑いも抱かず突き進んでいった3）。しかし、  
ボレスワフの後見役を任じられていたヴォイスワフ伯4）は、ボレスワフの後に  
続こうとはしなかった。しかし人々は互いに囁き、それは裏切りの印ではな  
いか、と疑った。彼らは次のように言う。「あなたの父があなたに寂しい荒野  
の地に赴くように命じ、しかもあなたの命を狙う者をその地に援軍として派  
遣したのは、危険な訳なしにはありえないことだ。また、シュチェフが、あ  
なたの一族をすべて、とりわけ王国の相続人であるあなたを、あらゆる方法  
を用いて滅ぼそうとし、また自分の手に収めたポーランドを確実に一人占め  
しようとしていることを我々は知っているし、また確信している。さらに、  
我々の後見人であるヴォイスワフ伯は、シュチェフの縁者である5）。その彼が、  
もし我々に対して何かの謀が企てられていることを知らなかったならば、必  
ず我々とともに、ここに到着していたはずである。それゆえ、我々に降り懸  
かるこの危険から逃れるために、できるかぎり早く何らかの策を見い出すべ  
きだ。」人々がこのような言葉を述べると、少年ボレスワフは激しい不安に襲  
われ、流れる汗と涙で全身を瀧した。だが、彼らは非常に時宜にかなった方  
策を採り、少年ボレスワフの提案に従って6）素早くズピグニュフのもとに使者  
を派遣し、その使者に約定された印を持たせ、できるかぎり早く軍勢を率い  
て授けに来るように要請した。そして彼ら自身は、敵の策によってヴロツワ  
フが先に占領されないように、ただちにヴロツ ワフの都市に帰った。   
少年ボレスワフは、ヴロツワフに帰ると7）、まず第一に都市の有力者と長老  
を召集し、次いで全住民を集会に集め、どのような陰謀が次々とシュチェフ  
によって加えられたか、を子供のように涙を流しながら語った。その場に居  
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合わせた人々は、それを聞いて、少年ボレスワフに心を寄せ、涙を流しなが  
ら、その場に居ないシュチェフに憤怒と悪態を投げつけた。その時、ズピグ  
ニュフがわずかの手勢を率いて急いでやってきた。彼はまだ大軍を集めてい  
なかったのである。ズビニュフは、教養人として、また年長者として、巧み  
な言葉使いによって弟の話を飾り立てた。また興奮して騒いでいる民衆に対  
して、弟への忠誠とシュチ ェフへの敵慢心をすばらしい雄弁によって8）激しく  
訴えた。「市民達よ、もしも我等の先祖や9）、また少年の身10）の我等に対するあ  
なた方の揺るぎない堅固な忠誠心がよく知られていなければ、またそれが信  
頼できるものでなかったならば、これ程多くの困難に悩まされ、また敵の攻  
撃に追い立てられている我等は、少年にありがちな無力感に陥ったであろう。  
そして逃亡と救いへのすべての希望をあなた方の肩の上に置くことはなかっ  
たであろう。しかしながら、遠方の部族出身の者にも、近くの部族出身の者  
にもあなた方が深くひとつの事柄に心を悩ましてきたことは、全くよく知ら  
れたことである。‾す‾なわち、我が一族の相続を絶やし、自然の秩序に従った  
君主の支配権の継承を不当に損じ曲げようと画策している人々が我々の命を  
奪う謀を企てているのである11）。   
他方、老いと病いによって弱くなられた我々の父は、すでに自分自身や我々  
パトリ十 の事や祖国について配慮する力を無くしておられる。   
我々は、あなたがたの保護を信じているが 、今や野心家の剣によって、ま  
た彼らの悪業によって滅びるか、あるいはポーランドの国境を越えて追放の  
身となるか、どちらかの通しか我々には残されていない。それゆえ、ここに  
留まることが許されるのか、それとも祖国を去らねばならないのか、我々に  
あなたがたの心を明らかにしてもらいたい」。この言葉に多くのブロツワフ人  
は皆、悲しみのあまり心の底まで揺り動かされ12）、しばらくは声もなかった。  
しかし、突然大声を上げ、異句同音に、また親愛の情を込めて、彼らの心の  
うちを表明した。「まことに我等は、生きている限り、あなた方の父上であり、  
また自然にかなった君主であられる方に忠誠を誓い続けるつもりだ。同じく、  
我等に命の息がある限り、彼の子孫に背くつもりも毛頭ない。それゆえ、我  
等に対して、いかなる不信も抱きたまうな。今や、軍勢を集め、武具を帯び  
て父上の宮廷に急ぎたまえ、また父上に対して敬意を表した上で、あなたが  
たが蒙った不正の償いを要求したまえ」。これらの言葉がここまで語られ、ま  
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たそれが市民達による宣誓によって確認された時、少年ボレスワフの後見役  
であったヴォイスワフ伯がユ3）、自分の奉仕義務としてこの他に到着した。彼は、  
ここで何が起こったか知らなかった。しかし、彼がシュチェ7の縁者である  
とのことから14）、裏切りの嫌疑がかけられ、町に入ることも、少年の身辺を世  
話することも禁じられた。それゆえ彼は、争いが生じたことについては、全  
く知らなかったと、自ら弁明したが、少年達は、この時、弁解をしようとし  
て彼らの後を追ってきたこの者を決して受け入れず、大軍を召集して、父親  
のいる所に向けて出発した。   
さて、ウァデイスワフ公と彼の息子達は、ジャルノヴィエツと呼ばれる所  
で15）それぞれ別々に軍勢とともに宿営した16〉そこで使者を通じて長い間、互い  
に論争し合ったが、結局、若者達は有力者の忠告と、また彼ら自身による脅  
迫によって、老父にシュチェフを引き渡すことを強制した。父親は、そこで  
息子達に向って、これ以後は決して彼を元の地位にもどすことはない、と誓  
ったといわれている。   
こうしてシュチェフが自分と同じ名前のシュチェフ城に逃げ込むと17）、兄弟  
達は、武装を解き、恭々しく、また穏和に父親の下に赴き、支配権を有する  
君主としてでなく、騎士や僕として、砕かれた心と折れ曲った首すじを差し  
出し、自分達の恭順の意を表明した。こうして、父と息子達とすべての有力  
者は一つに結びつき、全軍を率いて自らが建てた城に逃げたシュチェフを追  
跡した。こうして人々がシュチェフを追い、国から彼を追放しようとしてい  
た時、ウァディスワフ公は、ある夜、自分の寝台で休んでいると思われてい  
たのに、身内の誰も気付かないうちに公自ら最も親しい三人の従者を連れて  
秘かに軍勢を抜け出し、ヴイスワ川の一方の岸から舟でシュチェフのいる所  
に渡っていった。これに対して、すべての有力者達は、憤り、「息子達やすべ  
ての君侯をその軍勢とともに見捨てるのは、賢明な人間のすることではなく、  
乱心した者のすることである。」と宣言し、ただちに協議を行い、「ボレスワ  
フは王国の首都サンドミュシとクラコフおよびその近隣の地を占領し、忠誠  
の誓いを受けちあとでその地を君主として領有すべし、またズピグニュフは、  
マゾフシュに急ぎ、プウォツクの都市とユ8）それに隣接する地域を占有すべし。」  
と決議した。実際、ボレスワフは上に挙げた都市を占領し、自分の手に確保  
した。しかしズピグニュフは、父親に先を越されて、自分の企てを遂行する  
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ことができなかった。   
しかしながら、なぜこんなにも長〈シュチェフの陰謀の結末を長引かせる  
必要があるのだろうか。もしもシュチェフをめぐる個々の難事と抗争を描こ  
うとするならば、シュチェフに関わる事蹟は、疑いもなくユグルタ戦記に匹  
敵するであろう19）。しかし、愚かであり、無気力であると思われないように、  
始められたこれまでの道筋をもう少し進めてみることとしよう。   
ある時、この少年達は、諸侯と軍勢を召集し、プウォツクの町に対して、  
ヴィスワ川の対岸に陣を張った。その場所で、信仰厚い老大司教マルチンは20）、  
大変な労力を払い、また非常に憤垂に、父と息子達の間の怒りと不和とを和  
らげたのであった。その場でもまたウァディスワフ公は、これ以上はシェチ  
ェフを手許に置かないと宣誓し、確約したといわれている。その時、ボレス  
ワフは父親に占領した首都を返還した。しかし父親は息子達と結んだ約束を  
守らなかった。結局、少年達は、父親にシュチェフをポーランドから追放さ  
せ21）、それによって自分達の希望を実現させたのである。しかし、この事がど  
のようなやり方で実現したのか、またシュチェフがどのようにして帰国した  
のか22）、それらの事柄を細かく説明することは、冗長であり、退屈でもあるだ  
ろう。それゆえ、以上の叙述で十分なものとしていただきたい。なぜならシ  
ュチェフには二度といかなる権力も許されなかったからである23）。  
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Interea namque Zetheus multas，ut ferunt，ipsis puerisinsidias  
Pretendebat，；ac paternum animum ab affectu filiorum multis ma－  
Chinationibusavertebat，；Incastellisetiampuerorumpartibusdeputatis  
autsuigeneris，autinferioris，；quibusdominarentur，COmitesvelpristal－  
二 dospreponebatl），；eosquepuerisinobedientesexistereversutacalliditate  
9 commovebat．；§ Ambobus siquidem fratribusinfestusinsidiator  
existebat，；sedmagistamenBolezlauum，1egitimurnetaCremanimo，pOSt  
patrernregnaturumSし10infortuniometuebat．；§Ipsiverofratresiureiur－  
ando se coniunxerant2）；etinter se signum fecerant，；quod siZetheus  
eorum alterimachinareturinsidias，；alter alterisubvenire cum totis  
viribussuisnulliusmorepatereturinducias．；§Contigitautem，neSCiove1  
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Calliditate，；velreiveritate，；ducem Wladizlauum Bolezlauo puero  
mandavisse；seBohemosinPoloniamintraturos，；predamfacturos；ab  
exploratoribus audivisse；；§quapropter oporteret eum adlocum citis－  
Sime determinatum properare；et comites suiducatus，quOS Zetheus  
prefecerat；etin quibus puer nullatenus confidebat，；in auxilium  
advocare．；Puer vero paternisiussionibus credulus；adlocum con－  
stitutumcumsuiscollateralibusfestinus，；nichilquedubitans3）incedebat，  
；sed cum eo tamen comes Woyslauus4）．；cuicommissus erat，nOn  
pergebat．三§Undeunusadaliuminvicemsusurrantes，；utpotesignum  
traditionissuspicantes：‡Nonesinquiunt，Sinecausapericuli，quOdpater  
tuus te precepit adlocum solitudinis ambulare；etinsidiantes vite tue  
Zetheifamiliaresetamicosillucinauxiliumadvocare．；§Scimusenimet  
Certisumus，quiaZetheustotamtuamprogeniemtequemaximenititur，ut  
heredem regni，mOdis omnibus abolere，；solusque totam sub manu sua  
CaptamPoloniamretinere．InsuperetiamWoyslauuscomes，Cuicommissi  
SumuS，quipropinquusestZetheo5），nObiscumproculdubioadvenisset，；  
nimachinamentum aliquod nobis fiericognovisset．Unde necesse est  
Citissimenosconsilium aliquodinvenire，：quo possimusistudpericulum  
nobisimminens preterire．Hiis dictis puer Bolezlauus vehementissime  
metuebat，；totusquesudoreetlacrimis manantibus affluebat．；Accepto  
itaqueconvenientisatisconsilio，SeCundumingeniumpuerile6）velociterad  
Zbigneuum，ut ad se cum suis quantotiusin auxilium properaret，；cum  
Signo constituto transmiserunt，；ipsique statim ad urbem Wratislauien－  
Sem，ne preOCuparetur abinsidiatoribus emuliredierunt．；§Regressus  
igitur puer Bolezlauus7）inprimis maiores et seniores civitatis deinde  
totumpopuluminconcionemadvocavit；elSque，quaSaZetheopaciebatur  
insidiasex ordine，Sicut puer cumlacrimis enarravit．；Illisecontra pre  
pietatepuerilacrimantibus；etiramindignacionisinZetheumabsentem  
Verbisignominiosisiactantibus，；Zbigneuuscumpaucis，nOndumcollecta  
multitudine，prOperanter adveniens，Orationem fratris，utlitteratus et  
maior etate，rethorice coloravit；ac populum tumultuantem ad  
fidelitatemfratrisetcontrarietatemZetheiluculenta oratione8）sequenti  
vehementer animavit：；Ni9）vestrefidei，Cives，Stabilitasinviolabilisnos－  
tris antecessoribus nobisque，1icet parvulislO），nOta fuisset et experta；  
nequaquam puerilis etatisinbecillitas tantis calamitatibus attentata，；  
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totque faccionibusinimicorum agitata；totam refugiispeminvobis et  
consiliiposuisset．；§Sednotumconstatexterisnationibusetpropinquis  
vosmultaperpessosproinsidiisvitenostrell）machinantibusabhiis，qui  
SuCCeSSionem nostrigeneris nituntur penitus abolere，；dominorumque  
naturaliumhereditatemordinepreposterodistorquere．：Quapropter，quia  
Senioiamconfectusgenitornosteretinfirmitatesibinobisquevelpatrie  
minusprevalet providere；necessariumestnosinvestrofretospresidio，  
gladiis ambitiosorum velmaleficiisinterire，；velin exilium fugientes  
finesPolonietransilire；Undevestrumdignemininobisanimumaperire，  
；simanereliceat，Velde patria nos exire．；Ad hec multitudo tota  
Wratislauiensiumdolorecordisintrinsecustacta12），paulisperconquleVit，  
；erumpensque statimin vocem，intentionem mente conceptam  
unanimitercumaffectupietatisaperuit．；Nosquidem，1nqulenteS，fidem  
SerVareVOlumus；domino nostro naturali，patrivestro，dumvixerit nec  
eiussobolideficiemus，；quamdiunobisflatusvitalis affuerit．；Ⅰgitur de  
nobisnullamdiffidentiamhabetote，三sedexercitucongregatoadcuriam  
patrisarmatlprOperate，；ibiquesalvareverentiapaternavestraminiur－  
iam vindicate．；§Que dum adhuc dicebantur；etinreiurando a civibus  
firmabantur，；Woyslauus comes，qulpuerum Bolezlauum nutriebat13），；  
de servitio suo veniebat；et que fiebantignorabat．：Quisuspectus  
prodicionisobZetheiconsangulnltatem14）esthabitusetcivitatemintroire  
；rebusque pueriprovidere‡prohibitus．：Illo autem satisfaccionem  
proferente；se，Siquid controversie contigerit，neSCivisse satisfacere  
VOlentem，；eosque subsequentem，；nequaquam pueritunc temporis  
receperunt，；sed obviam patrico11ecta multitudine processerunt．Igitur  
dux Wladislauus eiusquefiliiinloco，quidicitur Sarnouecz15），Seiunctis  
fillis a patre，Cum eXerCitibus consederunt16）；ibique diuciusinter se  
legacionibus altercantes．viⅩ tandem consiliis procerum：minisque  
iuvenum；Zetheum dimittere senem puericoegerunt．≡§ Aiunt etiam  
patremibifiliisiurasse，：numquamSe deincepseum ad honorem prlS，  
tinum revocare．；Ad castrumitaque suinominis17）Zetheo fugiente，ad  
patremfratreshumiliterinermes et pacificiperrexerunt，；elquenOnut  
domini，；sed ut milites velservi；suum obsequlum prOnis mentibus et  
CerVicibusobtulerunt．；Sicquepateretfiliicunctiqueprocerescouniti，；  
Zetheum fugientem ad castellum，quOd fecerat，Cum tOtO eXerCitu sunt  
イニ）   
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secuti．：§Quem dum persequiet extra teT－ram expellere conarentur，：  
ipseduxnoctu，CumlectulosuorequleSCereputaretur，；neminesuorum  
COnSCio，Cum tribus exceptis familiaribus exercitumlatenter exiens，ad  
Zetheum ex altera parte Wysle fluminis cum navicula transmeavit．i  
Unde cunctiproceresindignatiasserebant，quia deserere filios totque  
prlnClpeSCumeXerCitunonsapientis，；sedconsilium delirantlS，：statim－  
que factoconsiliodecreverunt，quatenuSBolezlauusSudomiretCracow，  
Sedesregniprincipalesetproximas，OCCuParet，；easquefidelitaterecepta  
indominiumpossideret；；ZbigneuusautemcontraMazouiamproperaret  
：eturbemPlocensem18）illamqueplagamcontiguamobtineret，‡§Bolez－  
1auus quidem sedes predictas occupavit et tenuit，；Zbigneuus vero，  
preventusapatre，SuumCeptumeXplicarenonpotuit∴Sedquidtamdiu  
finalem causam Zetheifaccionis prolongamus；；silabores singulos et  
dissensionesZetheidescribamus，；gesta ZetheiproculdubioIugurtino19）  
VOluminicoequamus．；Et ne tameninsulsiveldesidiosivideamur，；ce－  
ptumiteradhucaliquantulumgradiamur．；ltemaliotemporepueriprin－  
cipes et exercitum asciverunt；et contra Plocensem urbem ex altera  
Parte Wysle fluminis castra militie posuerunt；；ubietiam Martinus  
archiepiscopus2D），SeneXfidelis，magnOlaboremagnaquecautelairamet  
discordiaminterpatrernetfiliosmitigavit．；IbiquoqueduxWladislauus，  
ut aiunt，iureiurando se Zetheum retenturum numquam amplius  
COnfirmavit．：TuncBolezlauuspatrisedesoccupatasrestitult，；necpater  
cumfiliispaecionemfactamobtinuit．：§Adextremurnintantumsenem  
puericoegerunt，；quodZetheum de Polonia prope11endo21）suum desider－  
iumimpleverunt．：Qualiterautemhoccontigerit，‡velqualiterdeexilio  
redierit22），；prolixum et tedioum estedocere，；sedhoc dixissesufficiat，  
quiapostea nonsibilicuit ullumdominiumexercere23）．：  
1）［訳注］プリスタルドスについては第四章の注（12）を参照。   
2）［M］この誓約は、一○九九年か、－・一00年に結ばれたと思われる。  
Maleczy琉sk，Boleslaw K7VW（）uS抄p．21．   
3）［M］Act．10ZO．tvadecumeisnihildubitans”『使徒言行録』一十一二十「ため  
らわずにいっしょに出発しなさい」。   
4）［p］以下の叙述から明らかなようにヴォイスワスはシュチエフと同族の者であり、  
ただボレスワフに対する後見役の職に就いてし－ただけでなく、ボレスワフの若衆姐に  
対しても後見の権利を持っていた。ヴォイスワフ自身の氏族に関しては、証拠となる  
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ようなものが欠けている。ポヴァウ族LLi身という推定がなされている。Semkowicz．   
R6dPowa16u），Sprawozdania PAU1914．t XIX．nr．3．  
5）［M］ヴォイスワフは二人の妻を持っており、一人はキュルソェ地方の娘であり、も  
う一人は、名をドビェフナと呼ばれたキリアの娘であった。彼らのうち－一人がシュチ  
ェフと同じ氏族の出である。  
6）［M］ボレスワ7は、ボヘミアに対する戦争には反対であった。というのは、一○九  
九年にブジュナスワフニ世と同盟を結んでいたからである。   
［訳注］『コスマの年代記』第三巻第九章に次の叙述がみられる。t一Itemeodemanno   
dux Bracizlausin nativitate DominiBolezlaum pel－sOrOrem Sibipropinquum   
invitat ad convivium quod eratin urbe Satec dispositum，ubiinipso festo，  
consentientibus omnibuscomitibus Boemiae，factusest Boleslausensiferavun－   
culisui．Quempostfestumduxl－emittensadpl－OPria，donodatsibietconstituit   
quatenusensiferaedignitatisprorninisterioextribato，quOdpatersuusWladiz－   
1aussoIvebat annuatimsemper，100marcasargentietlO auritalentahabeat．”   
「その年（一一○九九年）のクリスマスの口に、ブジュナスワ7公は、自分の甥のボレ  
スワフを、ジャテツという町で用意された宴会に招待した。その祭日の日に、その場  
所で、ボヘミアのすべての伯の同意の下に、ボレスワフは、公の帯剣騎士に任じられ  
た。公は、宴会の後に、ボレスワフを彼の公国まで送り返したが、その時、ボレスワ  
フが帯剣騎士としての務めを果すことができるようにブジュナスワフ公は、ボレスワ  
フの父ウァディスワフが毎年、ブジュナスワ7公へ差し出していた貢納金から、百マ  
ルクの銀とナタレントの金をボレスワ7に与えることを定めた。」  
7）［訳注］ブイノッホは、二の筒所を『コスマの年代記』第3巻第九章の文章（前掲の  
注参照）と関連させている。つまり、ボレスワ7は、チェコ公70ジュナスワフの招き  
による宴会からブロツワ7へ帰った。と読んでいる。  
8）［M］sallust，Bellum Catiltnae，316．’一orationem habuitluculentam atque   
uti】emreipublicae．”サルステイウス『カティリナ戦記』三一一一六「国家に対する  
有益なすばらしい演説をした」。  
9）［M］sallust，Bellum Calilinae，202てtNivirtus fidesque vostra spectatamihi   
forent，nequlquamOppOrtunareSCeCidisset，：SpeSmagna，dominatioinmanjbus   
frustra fuissent，neque egO perignaviam aut vanaingeniaincerta pro certis   
captarem．Sedquiamultisetmagnistempestatibusvoscognovifortisfidosque   
mihi，”サルステイウス『カティリナ戦記』二○二「もしもあなたがたの勇気と信   
義を知らなかったら、展望は決して生じなかったであろう。また私も臆病と揺れる心  
によって、確信を抱くかわりに不安を抱いたであろう。Lかし多〈の、また大きな危   
機の中で、私は、あなたがたが勇敢で、私に忠誠を表わしていることを知ったので」。  
10）［p］ここで年代記作者は、一 この演説は、サルステイウスの『カティリナ戦記』  
第二○章第2節を範として、作者の利こよって作成されたものだが少々深入り  
して、すでに（第四章）で述べたことを忘れている。すなわち、そこで作者は、ズピ  
グニュフを「成年」と者と述べている。ここに記された事件は、ほぼ一＝00年ごろ  
生じた事柄であるから、その時ズピグニュフは、ニセオであり、ボレスワフは十四オ  
かト五オであった。  
11）［M］作者ゲルは、一○九三年になされた事柄（第十－・一章の熊退治の件）をそのよう  
な企てと考えている。  
12）［M］Genesis，66：’tactusdolorecordisintrinsecus”『創世記』六六「悲しみの  
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198   『匿名のガル年代記』第＝巻（翻訳と注釈）［第1辛から第16革まで］  
あまり、心の底まで揺り動かきれ上  
13）［M］ヴォイスワフは、一一○ノし七年以降、ボレスワ7の教育係であった。そしてシュ  
チエフは－一○九1年から、ボレスワフの教育を監督していた。  
14）［M］作者はヴォイスワ7を、ある時はシュチェ7の縁者’1propinquus”と言い、  
ある時は彼の血縁者一’consanguineus”と言っ ている。  
15）［訳注］ZarnowiecLビリシア川上流（ヴィス川支流）の町。  
16）［M］父親に対する二人の兄弟の戦は－・一「一00年に行われたと思われる。  
17）［訳注］ヴィスワ川中流のシュチェフフSiecich6w。  
18）［訳注］ヴィスワjll中流の都市Ptock。  
19）しP」『ユグルタ戦記』一口ーマの高名な歴史家サルステイウスの作占占。我が年代  
記作者は、確実にこの作品を知っていた。［M］ユグルダの運命、すなわち、牢獄に  
おける死をシュチェフのそれに重ねたのではなかろうか。グロデッキは、宮廷伯は、  
臼を潰されたのではないか、と疑っている。  
20）［p］グニエズノの大司教マルチン。（在位は十一世紀と十∴世紀の変り目）我が年  
代記の第一巻は、まず章初に彼に捧げられているが、彼は当時、幾度もヴァデイスワ  
フ・ヘルマンと息子達との間の、また後にはズピグニエフとボレスワフの問の仲介人  
の役を演じた。作者は彼を好んで「信心深き老人」と呼んでいる。大司教はどちらか  
といえば、ズピグニュフの支持・者に属していた。  
21）［訳注］グンナロヴィッチは、シュチエ7のポーランド追放の年を－○九八年として  
いるが、マレナンスキは、－－一00年とLている。M．Gumplowicz．2hrgeschichte  
AフIensim Mittelalter，p．43．K．Maleczy丘ski．Bolesla乙t）KrglL・OZiSb，．p．21．  
22）［M］グロデッキは、シュチエフはr▲1分の意志で帰国した、と推測している。R．  
Grodecki，ZbなniezL・，p．92．  
23）［P］ニの簡所においても表出している謎めいた表現は、シュチェフの終焉は取り上  
げない方がよい微妙な問題を含んでいることを推測させる。  
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